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添付資料―1 調査団員氏名・所属 

 

1．第 1 次現地調査 

氏 名 担当業務 現 職 

小林 秀弥 団長／総括 

JICA 無償資金協力部  

業務第二グループ 

教育・職業訓練チーム主査 

長谷川庄司 調達監理計画 
JICS 業務部 
プログラムマネージャー 

西村 美穂 計画管理 
JICA 無償資金協力部  

管理・調整グループ 

管理チーム 

小宮  雅嗣 業務主任／復旧・復興計画１ 八千代エンジニヤリング（株）

金子 公生 復旧・復興計画２/見返り資金 八千代エンジニヤリング（株）

奥井 正雄 学校施設計画・設計 八千代エンジニヤリング（株）

山本 寿幸 学校施工調達計画・積算 八千代エンジニヤリング（株）

宇根 雄二 給水施設計画・設計 八千代エンジニヤリング（株）

大森 光仁 給水施工調達計画・積算 八千代エンジニヤリング（株）

竹内  航 業務調整 八千代エンジニヤリング（株）

入倉 エドワルド 通訳（スペイン語）I 八千代エンジニヤリング（株）

山川 清利 通訳（スペイン語）II 八千代エンジニヤリング（株）

 

2．第 2 次現地調査 

氏 名 担当業務 現 職 

小林 秀弥 団長／総括 

JICA 無償資金協力部  

業務第二グループ 

教育・職業訓練チーム主査 

西村 美穂 計画管理 
JICA 無償資金協力部  

管理・調整グループ 

管理チーム 

小宮  雅嗣 業務主任／復旧・復興計画１ 八千代エンジニヤリング（株）
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小西 昌一 照査 八千代エンジニヤリング（株）

奥井 正雄 学校施設計画・設計 八千代エンジニヤリング（株）

山本 寿幸 学校施工調達計画・積算 八千代エンジニヤリング（株）

大森 光仁 給水施工調達計画・積算 八千代エンジニヤリング（株）

今井 洋子 業務調整 八千代エンジニヤリング（株）

山川 清利 通訳（スペイン語）II 八千代エンジニヤリング（株）

 

3．第 3 次現地調査 

氏 名 担当業務 現 職 

小宮  雅嗣 業務主任／復旧・復興計画１ 八千代エンジニヤリング（株）

山本 寿幸 学校施工調達計画・積算 八千代エンジニヤリング（株）

大森 光仁 給水施工調達計画・積算 八千代エンジニヤリング（株）

入倉 エドワルド 通訳（スペイン語）I 八千代エンジニヤリング（株）

 

 

  



資料-2 調査日程 



 A2-1

添付資料 2－調査日程 

 

〔第 1 次現地調査〕 

業務主任／復
旧・復興計画１

復旧・復興計画
2／見返り資金

学校施設計
画･設計

学校施工調
達計画・積算

給水施設計
画・設計

給水施工調
達・積算

業務調整

小宮雅嗣 金子公生 奥井正雄 山本壽幸 宇根雄二 大森光仁 竹内航

1 11月21日 水 リマ

2 11月22日 木 リマ

3 11月23日 金

・資料整理

リマ

4 11月24日 土 ・資料整理 リマ

5 11月25日 日 イカ

6 11月26日 月
コンサルＢと同
じ リマ

7 11月27日 火
コンサルAと同
じ リマ

8 11月28日 水
コンサルAと同
じ リマ

9 11月29日 木
コンサルAと同
じ

A:リマ
B,C:イカ

10 11月30日 金
《官団員：小林・長谷川・西村》
移動：リマ0140→LP604→ロサンゼルス0715
移動：ロサンゼルス1155→JL601→

コンサルAと同
じ イカ

11 12月1日 土 →成田1640 ・資料整理 イカ
12 12月2日 日 ・資料整理 イカ

13 12月3日 月
コンサルＢと同
じ イカ

14 12月4日 火
コンサルＢと同
じ

A:リマ
B,C:イカ

15 12月5日 水
コンサルＢと同
じ

A:リマ
B,C:イカ

16 12月6日 木
移動：チンチャ
→リマ

A,C,山本:
リマ
奥井:イカ

リマ

リマ

18 12月8日 土
・資料整理
・レポート作成 リマ

19 12月9日 日
・資料整理
・レポート作成 リマ

20 12月10日 月
ニューヨーク発
JL005(07:30)

・MEFとの協議
・・レポート作成

・OINFEとの協
議
・レポート作成
・概略施設設
計

・ODAタスク
フォースとの協
議
・再委託準備

再委託準備
資料整理 リマ

21 12月11日 火 成田着(16:35)
・FGCPJとの協
議
・レポート作成

・OINFEとの協
議
・レポート作成
・概略施設設
計

・再委託準備
・建設事情調
査
・概略施設設
計

再委託準備
資料整理

A,B:リマ
C:イカ

AM・ミニッツ協議
PM・ミニッツ協議

AM・ミニッツ署名
PM・JICA、大使館報告

・GTZとの協議
・建設事情調査

AM・教育省
PM・住宅省

《宇根・大森》
移動：リマ→イカ
・EMAPICAとの協議

・EMAPICAとの協議
・概略施設設計

・EMAPICAとの協議
・概略施設設計

・資料整理
・レポート作成
・概略施設設計
・再委託準備

・資料整理
・レポート作成
・概略施設設計
・再委託準備

・MVCSとの協議・説明
・建設事情調査
・再委託準備

・ICA NGOとの協議、現地踏査
・EMAPICAとの協議

・イカ郡教育局との協議
《小宮・金子》
移動：イカ→リマ

・チンチャにおける被災学校4校
を視察
《山本》
移動：チンチャ→リマ

・MVCSとの協議
・JICAとの協議
・CISMID

・OINFEとの協議

17 12月7日 金

・資料整理
・レポート作成
・概略施設設計
・再委託準備

《奥井》
移動：チンチャ→イカ

・資料整理
・レポート作成
・概略施設設計
・再委託準備

・資料整理
・レポート作成

・資料整理
・レポート作成
《小宮》
移動：リマ→ニューヨーク

JICA・日本大使館へ現地調査結果報告

・EMAPICAとの協議
・概略施設設計

・EMAPICAとの協議
《宇根・大森》
移動：イカ→リマ

イカ州被災地現地調査
移動：リマ→イカ
・現地調査

イカ州被災地現地調査
移動：リマ→イカ
・イカ州サン・クレメンテ市会議員表
敬訪問及び本行程・内容説明・協
議
・イカ州パラカス市顧問敬訪問及び
本行程・内容説明・協議

・資料整理

・資料整理

移動：イカ→ピスコ
・UGELピスコ局長敬訪問及び
本行程・内容説明・協議
・ピスコにおける被災学校2校を
視察

・ピスコにおける被災学校4校を
視察

・UGELチンチャ局長敬訪問及
び本行程・内容説明・協議
・チンチャにおける被災学校3校
を視察

イカ州被災地現地調査
移動：リマ→イカ
・現地調査

・イカにおける被災学校3校を
視察

・現地調査
・EMAPICAとの協議

・資料整理

・資料整理

・資料整理

・資料整理

《官団員：小林・長谷川・西村　コンサルタント団員：小宮・金子・奥井・山本・宇根・大森・竹内》
移動{成田発JL062/C(17:20)　--> ロザンゼルス(09:55)}
移動{ロザンゼルス発LP605/J(12:30) -->リマ(23:50)}

・JICA事務所表敬訪問及び本調査行程・内容の説明・協議
・日本大使館表敬訪問及び本調査行程・内容の説明・協議
・FORSUR、MEF、APCIにインセプションレポート説明・協議
・FGCPJと見返り資金に関する協議

・イカ州イカにおける被災学校
視察
・EMAPICAとの説明・協議
・イカ州ピスコにおける被災学
校視察

・イカ州政府との説明・協議
・EMAPICAとの協議
・MVCS大臣との説明・協議

・イカ州イカにおける被災学校視察
・イカ州ピスコにおける被災学校視察

イカ州被災地視察
《官団員・コンサルタント団員》
移動：リマ→チンチャ→イカ
・イカ州チンチャにおける被災学校視察
・イカ州イカにおける被災給水タワー視察

・MVCSとの協議
・MINEDUとの協議
・KFWとの協議
・FORSURとの協議

・MINEDUとの協議
・団内協議

・団内協議
・資料整理

調査内容

宿泊地
曜
日

月日No.

コンサルCコンサルBコンサルA
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22 12月12日 水
・FORSURとの協
議
・レポート作成

・レポート作成
・概略施設設
計

・OINFEとの協
議
・再委託準備
・建設事情調
査

再委託準備
資料整理

A,B:リマ
C:イカ

23 12月13日 木
・大使館との協
議
・レポート作成

・レポート作成
・概略施設設
計

・レポート作成
・概略施設設
計

再委託準備
資料整理

A,B:リマ
C:イカ

24 12月14日 金
・MVCS、
INDECIとの協議
・レポート作成

・概略施設設
計
・レポート作成
・現地説明会

・JICAとの再
委託手続きの
確認
・再委託現地
説明会の開催

再委託準備
資料整理 リマ

25 12月15日 土
・ICA NGOとの
協議

・概略施設設
計

・レポート作成
・概略施設設

概略施設設
計

概略施設設
計

再委託準備
資料整理 リマ

26 12月16日 日 ・レポート作成
・レポート作成
・概略施設設
計

・レポート作成
・概略施設設
計

概略施設設
計

概略施設設
計

再委託準備
資料整理 リマ

27 12月17日 月
・MVCSとの協議
・FORSURとの協
議

・再委託準備 ・レポート作成
再委託準備
資料整理

A,B:リマ
C:イカ

28 12月18日 火

・FGCPJとの協
議
・大使館との協
議

・再委託準備 ・レポート作成
再委託準備
資料整理

A,B:リマ
C:イカ

29 12月19日 水 ・再委託の入札
・再委託の入
札

・再委託の入
札

再委託準備
資料整理 リマ

30 12月20日 木 ・レポート作成 ・再委託契約 ・レポート作成
再委託契約準
備
資料整理

リマ

31 12月21日 金

32 12月22日 土

33 12月23日 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　APCI 国家国際援助庁 MINEDU 教育省

                                                 CISMID 日本・ペルー地震防災センター MINSA 保健省

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EMAPICA イカ郡水道公社 MVCS 住宅建設上下水道省

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FGCPJ 日ペ見返り資金事務局 OINFE 教育インフラ局（INFESから）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FORSUR 南部復興基金（2007 年8月15日地震復興基金） OPI （州）投資計画局

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　INDECI 国家防災庁 UGEL （郡）教育部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MEF 経済財政省 FONDEPES 生産省

・現地調査
・EMAPICAとの協議
・再委託準備

ニューヨーク発JL007(10:00)

成田着(14:10)

JICA、EOJ報告、リマ発 LA530(23:50)

・概略施設設計
・建設事情調査
・EMAPICAとの協議
《宇根・大森》移動：イカ→リ
マ

・概略施設設計
・レポート作成

・再委託準備
・建設事情調査

《宇根・大森》
移動：リマ→イカ
・EMAPICAとの協議

・フィールドレポート協議・サイ
ン
・再委託準備
《宇根・大森》
移動：イカ→ﾘﾏ

・フィールドレポート協議
・再委託準備

 
 

 

 

 

 

 

 



 A2-3

〔第 2 次現地調査〕 
コンサルC コンサルD

業務主任／復
旧・復興計画１

通訳
学校施設計画･

設計
学校施工調達

計画・積算
照査

給水施工調達・
積算

業務調整

小宮雅嗣 山川清利 奥井正雄 山本壽幸 小西昌一 大森光仁 今井洋子

1月27日 日

成田
1720→JL062
→ﾛｻﾝｾﾞﾙｽ

0955  ﾛｻﾝｾﾞﾙｽ
1225→LP605

→リマ2359

成田
1720→JL062→
ﾛｻﾝｾﾞﾙｽ 0955

ﾛｻﾝｾﾞﾙｽ
1225→LP605→

リマ2359

成田
1720→JL062→
ﾛｻﾝｾﾞﾙｽ 0955

ﾛｻﾝｾﾞﾙｽ
1225→LP605→

リマ2359

成田
1720→JL062→ﾛ
ｻﾝｾﾞﾙｽ 0955  ﾛ

ｻﾝｾﾞﾙｽ
1225→LP605→リ

マ2359

リマ リマ リマ

1月28日 月
設計協議、再委

託進捗確認
設計協議、再委

託進捗確認
イカに移動

設計協議、再委
託進捗確認

リマ イカ リマ

1月29日 火
設計協議、再委

託進捗確認
設計協議、再委

託進捗確認
設計協議、再委

託進捗確認
設計協議、再委

託進捗確認
リマ イカ リマ

1月30日 水
設計協議、再委

託進捗確認
OINFE協議 EMAPICA協議 設計図取り纏め リマ イカ リマ

1月31日 木
設計協議、再委

託進捗確認
イカに移動

設計協議、再委
託進捗確認

設計図取り纏め
奥井：リマ
山本：イカ

イカ リマ

2月1日 金
設計協議、再委

託進捗確認
EMAPICA協議 EMAPICA協議 設計図取り纏め

奥井：リマ
山本：イカ

イカ リマ

2月2日 土
設計協議、再委

託進捗確認
リマに移動 資料整理 資料整理 リマ イカ リマ

2月3日 日

成田
1720→JL062→ﾛ
ｻﾝｾﾞﾙｽ 0955  ﾛ
ｻﾝｾﾞﾙｽ
1225→LP605→リ
マ2359

成田
1720→JL062
→ﾛｻﾝｾﾞﾙｽ
0955  ﾛｻﾝｾﾞﾙ
ｽ
1225→LP605
→リマ2359

設計協議、再委
託進捗確認

資料整理

成田
1720→JL062→
ﾛｻﾝｾﾞﾙｽ 0955

ﾛｻﾝｾﾞﾙｽ
1225→LP605→

リマ2359

資料整理 資料整理 リマ リマ リマ イカ リマ

2月4日 月
JICA報告
団内協議

JICA報告
団内協議

団内協議
イカへ移動
サイト視察

団内協議
設計協議、再委

託進捗確認

団内協議
イカへ移動
サイト視察

団内協議
設計協議、再委

託進捗確認

団内協議
設計図取り纏め

リマ リマ
奥井・小
西：イカ

山本：リマ
イカ リマ

2月5日 火
設計協議、再委

託進捗確認
設計協議、再
委託進捗確認

現地調査
設計協議、再委

託進捗確認
現地調査 リマに移動 設計図取り纏め リマ リマ

奥井・小
西：イカ

山本：リマ
リマ リマ

2月6日 水

成田発
1705→NH006→ﾛｻﾝ
ｾﾞﾙｽ 0945
ﾛｻﾝｾﾞﾙｽ
1225→LP605→リマ
2359

設計協議、再委
託進捗確認

設計協議、再
委託進捗確認

リマへ移動
再委託進捗確

認

設計協議、再委
託進捗確認

リマへ移動
照査

設計協議、再委
託進捗確認

設計図取り纏め リマ リマ リマ リマ リマ

2月7日 木
JICA報告リマ発
CO1038(23:59)

コンサルA と同じ コンサルA と同じ
JICA報告リマ発
CO1038(23:59)

JICA報告リマ発
CO1038(23:59)

リマ リマ リマ 機中 機中

2月8日 金
ニューヨーク発
JL005(12:25)

コンサルA と同じ コンサルA と同じ
ニューヨーク発
JL005(12:25)

ニューヨーク発
JL005(12:25)

リマ リマ リマ 機中 機中

2月9日 土 成田着(16:35) コンサルA と同じ 照査 成田着(16:35) 成田着(16:35) リマ リマ リマ

2月10日 日 コンサルA と同じ
照査

LA530（23:50）
イカ イカ

山本：イカ
小西：機中

2月11日 月 コンサルA と同じ
ニューヨーク発
JL005(12:25)

リマ リマ リマ

2月12日 火 コンサルA と同じ 成田着(16:35) リマ リマ リマ

2月13日 水 コンサルA と同じ リマ リマ リマ

2月15日 金

リマ0140→LP604→ﾛ
ｻﾝｾﾞﾙｽ0715

ﾛｻﾝｾﾞﾙｽ
1135→NH005→

ニューヨーク発
JL005(12:25)

機中 機中 機中

2月16日 土 成田着(16:35) 成田着(16:35)

APCI 国家国際援助庁 MINSA 保健省

EMAPICA （郡）水道公社 MVCS 住宅建設省

FORSUR 南部復興基金（2007 年8月15日地震復興基金） OINFE 教育インフラ局（INFESから）

INDECI 国家防災庁 OPI （州）投資計画局

MEF 経済財政省 UGEL （郡）教育部

MINEDU 教育省 FGCPJ 見返り資金事務局

機中 機中 機中
コンサルAと同じ

リマ発
CO1038(23:59)

2月14日 木

リマ発 CO1038(23:59)

コンサルB

コンサルC

コンサルA 宿泊

JICA コンサルA コンサルB コンサルD

日順 月日
曜
日

官団員

AM:イカ州政府
PM:イカ市視察
リマへ移動

AM:JICA事務所、大使館打合せ
PM:国際協力庁、財務省、南部復興基金

AM:教育省
PM:住宅省

AM:団内打合せ
PM:資料整理

AM:イカ州へ移動
PM:被災地視察

成田着(16:35)

ニューヨーク発JL005(12:25)

AM:ミニッツ協議
PM:ミニッツ協議

AM:ミニッツ協議
PM:ミニッツ協議

AM:ミニッツ署名
PM:JICA事務所、大使館報告、大使表敬
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添付資料 3－相手国関係者リスト 

首相府（PCM）  
Jose Elice Navarro Secretario General 
ホセ・エリーセ・ナヴァーロ 官房長 
Adrián del Gado Marchello Director de la Oficina General de Administración 
アドリアン・デルガード・マルチェッロ 管理事務所ディレクター 
Diego Alvarado Montoya Asesor del Primer Ministro 
ディエゴ・アルバラード・モントヤ 首相顧問 
  
  
経済財務省（MEF）  
Carlos Giesecke Asesor del DGPM 
カルロス・ヒエセケ 公的部門多年度計画局 (DGPM) 顧問 
Jorge Escurra Cabrera Encargado del Area de Emergencia del DGPM 
ホルヘ・エスクーラ・カブレーラ 公的部門多年度計画局 (DGPM) 緊急災害担当 
Alejandro Arrieta Representante del MEF ante FORSUR 
アレハンドロ・アリエタ 公的部門多年度計画局 (DGPM) 顧問 
  
阪本 光男 円借款総合調整アドバイザー／JICA 専門家 
  
  
教育省 (MINEDU) 
Victor Raul Diaz Chavez Vice-Ministro 
ヴィクトール・ラウル ディアス・チャヴェス 副大臣 
Pedro Bendezu Fuentes Jefe – Oficina de Cooperación Internacional 
ペドロ・ベンデス・フエンテス 国際協力室長 
Maria Loreto Urday Sepulveda Asesor Imagen Institucional de Vice-Ministro 
マリア・ロレート・ウルダイ・セプルヴェダ 国際協力室アドバイザー 
Luis Huaylinos Maravi Jefe – Oficina de Infraestructura Educativa (OINFE) 
ルイス・ウエリナス・マラーヴィ 教育インフラ室（OINFE） 顧問 
Victor Carrillo Nanez  Oficina de Infraestructura Educativa –  Consultor 
ヴィクトール・カリーヨ・ナネス 教育インフラ室（OINFE） コンサルタント 
Jose Romero Oficina de Infraestructura Educativa –  Oficina de ICA 
ホセ・ロメロ 教育インフラ室（OINFE） イカ担当技師 
Carmelo Sandoval Oficina de Infraestructura Educativa –  Oficina de Pisco 
カルメロ・サンドバル 教育インフラ室（OINFE） ピスコ担当技師 
Tiarcio Rodriguez Maclean  Oficina de Infraestructura Educativa –  Licitaciones 
チアルシオ・ロドリゲス・マクレアン 教育インフラ室（OINFE） 入札部門技師 
Maria Isabel Miyan de Chiabra Secretaria General Comision Peruana Cooperacion con 

UNESCO 
マリア・イサベル・ミジャン・デ・チャブラ ユネスコプロジェクト委員会事務局長 
Marcos Porras Mendoza Unidad de Presupuesto 
マルコス・ポーラス・メンドーサ 予算部職員 
Victor Hurtado Galuez Project Cordinator - OINFE 
ヴィクトール・ウルタード・ガルエス プロジェクト コーディネータ（OINFE）  
Luis Cisneros Proyectos – OINFE 
ルイス・シスネロス プロジェクト （OINFE）  
Gerardo Rodríguez Planificación y Presupuesto – OINFE 
ヘラルド・ロドリゲス 計画・予算部職員（OINFE）  
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David Alva Coordinación de Administración 
ダヴィド・アルヴァ 管理コーディネーション 
Cesar Honores Gozmau Planning and Evaluation, SNIP 担当 
セサール・オノレス・ゴスマウ 計画・評価部職員 
  
  
住宅・建設・上下水道省 (MVCS) 
Hernan Garrido-Lecca ex-Ministro 
エルナン・ガリード・レッカ 大臣（第一次調査時） 
Jose Luis Becerra Silva Director Nacional de Saneamiento 
ホセ・ルイス・ベセラ・シルバ 衛生局長 
Jorge Luis Guibo Miyahira Especialista en Proyectos de Inversión 
ホルヘ・ルイス・ギーボ・ミヤヒラ 投資プロジェクト専門家 
Jorge Sulem Chu Jon Ingeniero 
ホルヘ・スレム・チュ・ホン イカ郡担当上下水道技師 
Ruddy Wong Barrates  Mivivienda 
ルディ・ウォン・バラーテス ジェネラルマネージャー 
  
  
南部復興基金 （FORSUR） 
Jorge Alfaro Gerente General 
ホルヘ・アルファーロ ジェネラル・マネージャー 
Maria Del Carmem Portillo Coordinadora General 
マリア・デル・カルメン・ポルティージョ ジェネラル・コーディネーター 
Francisco Gonzáles Seminario Analista Gerencia de Planeamiento y Gestión 
フランシスコ・ゴンザレス・セミナリオ アナリスト 計画・職務事務所 
  
  
イカ州政府 
Rómulo Triveño Pinto Presidente Regional de ICA 
ロムロ・トリベーニョ・ピント 州知事 
Baltazar Lantaron Nunez Presidente Regional de Educacion 
バルタザール・ランタロン・ヌネス 教育局長 
Arango Salcedo  Presidente Regional de Vivienda 
アランゴ・サルセド 住宅局長 
  
  
イカ郡政府 
Mariano Nacimiento Quispe  Alcalde Provincial de ICA 
マリアノ・ナシミント・キスペ 郡長 
Mr.Racardo Otiniano Moquillaza Teniente Alcalde de ICA 
ラカルド・オチニアノ・モキヤサ 副郡長 
  

 
国際協力庁（APCI） 
Mery Masuda Responsable de las Carpetas Japón y EEUU en la 

Dirección de Gestión  
メリー・マスダ 日本・米国担当官 
Jorge Luis Caceres Neyra Asesor de la Direccion de Gestion 
ホルヘ・ルイス・カセレス・ネイラ 管理局・顧問 
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ペルー国立銀行(BANCO DE LA NACION) 
Jose Fransisco Guillen Pastus  Sub Gerente de Banco Internacional, Servicios 
ホセ･フランシスコ・ギジェン・パストゥス 国際局銀行サービス課 サブマネージャー 
Karin Ramirez Figueroa  Abogado 
カリン・ラミレス・フィゲロア 弁護士 
  
 
国家防災庁（INDECI） 
Julio Kuroiwa Scientific Advisor Peru’s Civil Defense 
フリオ・クロイワ 技術顧問 
  
  
国家危機管理センター（COEN）  
Arístides Mussio Pinto Director Nacional de Operaciones 
アリスティデス・ムッシオ・ピント センター長 
  
 
日本・ペルー地震防災センター 
Carlos Alberto Zavala Toledo Director 
カルロス・アルベルト・サバーラ・トレード センター長 
  
 
ペルー・日本 見返り資金事務局 (FGCPJ) 
Margarita Susana Imano Konno Secretario Ejecutivo 
マルガリータ・スザーナ・イマノ・コンノ 事務局長 
Carmen Quiroz Jefa Area de Evaluacion de Proyectos 
カルメン・キロス プロジェクト評価課課長 
Katia Perialé de la Peña Area de Seguimiento y Control de Proyectos 
カチア・ペリアレ・デ・ラ・ペーニャ プロジェクトフォローアップ・管理課職員 
Gyuzala Sanchez Area de Seguimiento y Control de Proyectos 
フサラ・サンチェス プロジェクトフォローアップ・管理課職員 

 
  
Direccion Regional de Educacion(州教育局)  
Baltasar Lantaron Nunes Ditector 
バルタサール・ランタロン・ヌネス イカ州教育局長 
Julio Reyes Hernandez Infraestructura 
フリオ・レイエス・エルナンデス インフラ担当官 
  
 
イカ郡上下水道公社 (EMAPICA） 
Alfredo Israel Quijandria Ramos Gerente General 
アルフレード・イスラエル・キハンドリア・ラモス 総裁 
Alfonso Loo Anyarin Gerente Técnico  
アルフォンソ・ルー・アンジャリン 技術部長  
Carlos Aquino Ore Gerente Comercial 
カルロス・アキーノ・オーレ 経理部長 
Victor Andres Baltazar Ramos Sub-Gerente de Estudios y Obras 
ビクトール・アンドレス・バルタサール・ラモス 調査副部長 
Juan Cucho Gavilan Sub-Gerente de Operaciones 
フワン・クチョ・ガビラン オペレーションサブマネージャー 
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Jose Pro Coronado Sub-Gerente de Operaciones 
ホセ・プロ・コロナド オペレーションサブマネージャー 
  

 
NGO・ICA 文化事業協会 
伊藤 薫 職員 
  

 
UGEL Chincha (チンチャ郡教育管理事務所) 
Carlos Castilla Carvajal Director 
カルロス・カティーヤ・カルヴァハール 局長 
Edilberto Vilchez Florez ex-Director 
エジルベルト・ビルチェス・フローレス 局長(第一次調査時) 
  

 
UGEL Pisco (ピスコ郡教育管理事務所) 
Luis Suarez Pradinet Director 
ルイス・スアレス・プラディネット 局長 
Roberto Torres Martinez Especialista en Educacion 
ロベルト・トレス・マルティネス 教育専門家 

 
 

JFK（ジョン エフ ケネディ小・職業中学校／イカ州チンチャ） 
Alfredo Carlos Maｙta Ortiz Director 
アルフレード・カルロス・マイタ・オルティス 校長 
Fermin Alfonso Del Rio Funcionario 
フェルミン・アルフォンソ・リオ 職員 
  

 
Horacio Zevallos Gámez （オラシオ ゼバジョス ガメス幼稚園、小・職業中学校 ／イカ州チンチャ）

Rosario Maria Munayco Padilla Director 
ロサリオ・マリア・ムナイコ・パディージャ 校長 
  

  
9 de Diciembre（ヌエベ デ ディシェンブレ中学校／イカ州チンチャ） 
Luis Martinez Salguero Director 
ルイス・マルティネス・サルゲロ 校長 
  

 
Simon Bolivar（シモン ボリバール中学校／イカ州チンチャ） 
Matias Vicente Magallanes Director 
マティアス・ビンセンテ・マガジャネス 校長 
  
  
José Carlos Mariátegui（ホセ カルロス マリアテギ幼稚園、小学校／イカ州チンチャ） 
Juan Pedro Jiron Violeta Director 
フアン・ペードロ・ヒロン・ビオレータ 校長 
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Emilia Barcia Boniffaty（エミリア バルシア ボニファッティ幼稚園／イカ州チンチャ） 
Heredia Salazar Maria Teresa Director 
エレディア・サラサール・マリア・テレサ 校長 
  

 
San Antonio de Padua（サン アントニオ デ パデュア幼稚園・小学校／イカ州チンチャ） 
Teresa Ercilia Manrique Herrera Director 
テレサ・エルシリア・マンリケ・エレーラ 校長 
Rosa Talla de la Cruz Sub-Director 
ロサ・タヤ・デ・ラ・クルス 副校長 
  

 
Chinchaysuyo（チンチャイスヨ小・中学校／イカ州チンチャ） 
Tomas Paucar Rondon Director 
トマス・パウカル・ロンドン 校長 
  
  
I.E. Julio César Tello（フリオ セサール テジョ小・中学校／イカ州イカ） 
San Margot Montahuo de Fonceca Directora 
サンマルゴ・モンタウオ・デ・フォンセカ 校長 
  
  
CETPRO Guadalupe（セトプロ グアダルペ職業訓練校／イカ州イカ） 
Juana Cirila Peña Villamares Directora 
ファナ・シリラ・ペーニャ・ヴィヤマーレス 校長 
  
  
Orinda Maldonado Liosa（オリンダ マルドナド ジョサ幼稚園、小学校／イカ州イカ） 
Jenny Iris Directora 
ジェニイ・イリス 校長 

  
  

Jose Carlos Mariategui（ホセ カルロス マリアテギ小・中学校／イカ州ピスコ） 
Juan Pablo Martinez Vega Director 
ファン・パブロ・マルティネス・ヴェガ 校長 
Martinez Vega Juan Pablo ex-Director 
マルティネス・ベガ・フアン・パブロ 校長(第一次調査時) 
  

 
Jose de la Torre Ugarte（ホセ デラ トッレ ウガルテ小学校／イカ州ピスコ） 
Eladio Americo Cruz Arango Director 
エラジオ・アメリコ・クルス・アランゴ 校長 
  

 
CEO de Gestion Estatal Pisco 実業学校 
（セオ デ ヘスティオン エスタタル ピスコ職業訓練校／イカ州ピスコ） 
Rosa Cecilia Gavilan Cabrera Director 
ロサ・セシリア・ガビラン・カブレラ 校長 
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給水等建設（イカ州イカ郡マンサニーニャ）予定地周辺住民代表 
Anibal Velasquez Constructor 
アニバル・バラスルイス 工事業者 
Pedro Chacaltana Carlos Ingeniero Civil, Profesor de Diseño 
ペドロ・チャカルタナ・カルロス 土木技師、デザイン教師 
Diaz Moreno Oscar Representante de Empresa de Aumentos 
ディアス・モレノ・オスカル 飲料生産会社代表 
Eric Huertas Medico 
エリック・ウエルタス 医師 
Gladys Pereda de Huertas Laboratorista 
グラディス・ペレダ・デ・ウエルタス 実験室技師 
Guillermo Arguedas  
ギェレルモ・アルゲダス  
  
 
UNDP (国連開発計画) 
Jose Gonzales Vigil Coordinador de la Unidad del Programa 
ホセ・ゴンザレス・ビヒル プログラムユニットコーディネーター 
  

 
ドイツ KFW 
Gustavo Méndez Coordinador Sectorial Senior 
グスタボ・メンデス シニア・セクター・コーディネーター 
  

 
ドイツ GTZ 
Michael Rosenauer Programa de Agua Potable y Alcantarillado – PROAGUA 

Coordinador del Programa 
ミハエル・ロセヌール 上水部門コーディネーター 
  

 
在ペルー日本大使館 
石田 仁宏 特命全権大使 
萩原 考裕 一等書記官 
田阪 昭彦 経済協力班 一等書記官 
  

 
JICA ペルー事務所 
谷口 誠 所長 
小澤 正司 次長 
中村 史 職員 
 



資料-4 協議議事録（M/D） 
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調査対象校調査票 
 

学 校 名 No. 1  John F. Kennedy 郡・市：Chincha 

校  長 Alfredo Carlos MaitaN 電話： 26-2321 

面談相手 同上 電話： 

１．学校の沿革・運営 
  １）設立年：1946、現在地へは 1948 年に移転 
  ２）設立者：政府 

３）学級数、児童生徒数、教職員数 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     ①男女共学（男：女＝6：4）職業中学校 

     ②学級はコース別編成ではなく、2 コース混成 

     ③専攻コース：昼間部＝機械、自動車、電気＊、電子、建設、木工、製図、被服 

            夜間部＝機械、電気、電子、被服 

＊現在は電気と計測の 2 コースに分かれているが近く統合の予定 

学級数 児童生徒数 教職員数 
課程 学年 

午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 職種 人数 

幼少   校長 1

年少   副校長 6

年長   秘書 3
幼稚園 

小計   実験室長 

1 年   生活指導 

2 年   図書室管理 2
3 年   実験助手 1
4 年  教務助手 
5 年  

1
事務員 2

6 年  1
50 

清掃 

小学校 

小計  2  守衛 

1 年 6 6 2 240 311 雑役 

8

2 年 5 7 2 251 282 午前部教員 90

3 年 7 5 2 306 194 午後部教員 86
4 年 6 7 2 299 238 夜間部教員 12
5 年 7 6 2 310 160

 

290 

 

中学校 

小計 31 31 10 1,406 1,185 340  

合計 31 31 12 1,406 1,185 340  211
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２．敷地状況 
１）土地権利 

①所有権者名：教育省 

②証明書類のコピー：□無  ■有 

③敷地図面の有無： □無  ■有（公図、スケッチ、測量図、都市計画図、他） 

 

２）敷地の形質 

①面積：   7,272.31 ㎡     □不明  

②敷地境界： ■明確  □不明確  □一部不明確 

③地形：   ■平坦  □起伏   □傾斜＝約  ％  

 

３）立地条件 

①地区地域：市街地 

②周辺施設：商店、住宅 

 

３．既存施設／被災状況 

   

校舎 建設年 建設者 階数 室構成（室名、室数） 被害 使用
状況

A   3 
１F：コンピュータ室、秘書室、校長室 
２F：製図実習室 2、被服実習室 2 
３F：教室 4 

× × 

B   3 
１F：教室 3、化学実験室、物理実験室 
２F：教室 5 
３F：教室 6（非使用） 

× △ 

C   1 教室 8、建設実習室、電子実習室、図書室 × △ 

D   1 機械実習室、講義室 2、教官室、倉庫 △ △ 

E   1 
電気実習室、講義室、計測コース実習室 2、計
測室、小室、倉庫、電気室、副校長室、教官室、
便所（増設） 

△ △ 

F   1 木工実習室、材料庫、道具庫、教官室 △ △ 

G   1 自動車実習室、教官室、倉庫、普通教室 5、コ
ンピュータ室 △ △ 

H   2 １F：便所、２F：音楽室 △ ○ 

    被害：   ×＝大    △＝中～小      ○＝被害無し～僅少 
  使用状況： ×＝非使用  △＝一部使用     ○＝全面使用 
 
備考：①Ｂ棟は 3 階が非使用、１、２階は使用中 

   ②Ｃ棟は屋根なし。その他の実習工場の屋根は部分破損 

③老朽化と非合理的設計、ならびに無軌道な増築が問題 
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４．インフラストラクチャー／設備概要 
１）給水設備 
  ①水源 

        ■市水 引き込み箇所： 図示のとおり 

引き込み管径＝ 25、20mm 

給水圧：     ■低い      □高い      □普通 

断水状況： 

飲料適否：    ■可       □不 

②受水槽：2 箇所、使用可能。 容量 30 ㎥、50 ㎥  ■地中埋設 □地上設置 

③高架水槽：3 箇所  容量 1.0 ㎥、1.5 ㎥、1.0 ㎥、 高さ：不明、構造：不明 

 

２）排水設備 

①汚水処理方式  ■公共下水道放流：排水管径＝150mm、2 箇所 

    ②雑排水処理方式 ■下水管放流  □敷地内浸透・蒸発 □河川・道路側溝放流 

  ３）電気設備 

①受電方式：  □220V 単相   □220V３相    ■高圧（10,000V） 

②供給方式：  ■架空     □地下埋設    □塀上端横架 

  ４）電話設備 

固定電話    □無 ■有（外線数：2 本、インターネット線＝1 本） 

                  新規の追加引き込みは容易 



 A5-4

調査対象校調査票 
 

学 校 名 No. 2  Horacio Zevallos Gámez 郡・市：Chincha 

校  長 Sra. Rosario Maria Munayco Padilla 電話：26-6774 

面談相手 同上 電話：同上 

１．学校の沿革・運営 
  １）設立年：1974 年 
  ２）設立者：教育省 

３）学級数、児童生徒数、教職員数 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       小学校専門教官：体育＝2、音楽＝  、その他（コンピュータ）＝1 

①中学課程は実業中学：木工、自動車、機械、電気、食品加工、被服、コンピュータ

の 7 コース。 

②卒業時には 570 時間の専門別履修証書が授与される。 

③入学時に専攻が決まり各クラスは 2 つの専攻コースの生徒で構成される。 

 

 

学級数 児童生徒数 教職員数 
課程 学年 

午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 職種 人数 

幼少 1 22 校長 1

年少 2 39 副校長 2

年長  1 37 秘書 1
幼稚園 

小計 4 98 実験室長 

1 年 3 59 生活指導 1

2 年 3 79 図書室管理 13
3 年 3 79 実験助手 
4 年 3 70 教務助手 
5 年 3 84 事務員 

6 年 3 80 清掃 

小学校 

小計 18 451 守衛 

1 年  3 105 雑役 

5

2 年  3 78 幼稚園教員 4

3 年  2 57 小学校教員 21

4 年  2 49 中学校教員 20
5 年  1 39 夜間小学教員 

中学校 

小計  11 328 夜間中学教員 

合計 22 11 459 328  60
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２．敷地状況 
１）土地権利 

①所有権者名：教育省（公証人の作成した証書には「学校」と誤記されている） 

②証明書類のコピー：□無  ■有 

③敷地図面の有無： □無  ■有（公図、スケッチ、測量図、設計図） 

 

２）敷地の形質 

①面積：   14,415 ㎡     □不明  

②敷地境界： ■明確  □不明確  □一部不明確 

③地形：   ■平坦  □起伏   □傾斜＝約  ％  

 

３）立地条件 

①地区地域：住居地域 

②周辺施設：住宅 

 

３．既存施設／被災状況 
 

校舎 建設年 建設者 階数 室構成（室名、室数） 被害 使用
状況

A 1993 教育省 3 教室 11、被服実習室、副校長室 2、コンピュー
教室 × × 

B 1993 教育省 2 教室 2、理科室 × × 

C 1993 教育省 2 校長室/秘書室、図書室、倉庫、助手控室 × △ 

D 1977 県 1 教室 5、便所    △ ○ 

E 1977 県 1 教室 3（幼稚園）  △ ○ 

F 1985 父兄会 1 電気、食品加工、自動車修理、機械実習室   △ △ 

G 1985 父兄会 1 木工実習室+体育教官室 2＋倉庫＋厨房   

H 1991 父兄会 1 教室 1 △ × 

I 1991 父兄会 1 教室 1 △ × 

J 1993 教育省 1 便所 ○ ○ 

    被害：   ×＝大    △＝中～小     ○＝被害無し～僅少 
    使用状況： ×＝非使用  △＝一部使用    ○＝全面使用 

 

備考：①仮設施設：プレハブ教室＝  、竹むしろ教室＝14、テント教室＝2 

     ②破損した机・椅子の割合＝僅少 
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４．インフラストラクチャー／設備概要 
１）給水設備 
  ①水源 

        ■市水 引き込み箇所：図示のとおり 

引き込み管径＝  20mm 

給水圧：     ■低い      □高い      □普通 

断水状況： 

飲料適否：    □可       ■不可 

②受水槽：  容量  15 ㎥、     ■地中埋設    □地上設置 
③高架水槽： 容量  5 ㎥、高さ  12ｍ、構造：RC 

 

２）汚水排水設備 

汚水処理方式  ■公共下水道放流：排水管径＝150mm 

    雑排水処理方式 ■下水管放流  □敷地内浸透・蒸発  □河川・道路側溝放流 

   

３）電気設備 

①受電方式：  ■220V 3 相   □高圧（   V） 

②供給方式：  ■架空     □地下埋設    □塀上端横架 

 

  ４）電話設備 

固定電話    □無 ■有（外線数： 1 本、インターネット線＝ 1 本） 
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調査対象校調査票 
 

学 校 名 No. 3  Nueve de Diciembre 郡・市：Cincha 

校  長 Sr. Luis Martíz Salguero 電話：01-9097-2899 

面談相手 同上 電話： 

１．学校の沿革・運営 
  １）設立年：1966 年 
  ２）設立者： 

３）学級数、児童生徒数、教職員数 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     ①1993 年ころには 22 クラスあったが、施設改善の支援がないまま校舎は荒れ、生徒

数は減少の一途をたどっている。 

②以前は実業中学として被服、木工、電気、経理、コンピュータの専門教科を持って

いたが、現在は普通高校であり、僅かに被服が般科目として全員に教えられている。 

学級数 児童生徒数 教職員数 
課程 学年 

午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 職種 人数 

幼少  校長 1

年少  副校長 

年長  秘書 1
幼稚園 

小計  実験室長 

1 年  生活指導 

2 年  図書室管理 

3 年  実験助手 1
4 年  教務助手 1
5 年  事務員 

6 年  清掃 

小学校 

小計  守衛 
2

1 年 1 31 雑役 

2 年 1 24 幼稚園教員 
3 年 2 47 小学校教員 
4 年 1 31 中学校教員 14
5 年 1 34 夜間小学教員  

中学校 

小計 6 167 夜間中学教員  

合計   20
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２．敷地状況 
１）土地権利 

①所有権者名：教育省 
②証明書類のコピー：□無  ■有 
③敷地図面の有無： □無  ■有（公図、スケッチ、測量図、都市計画図、他） 
 

２）敷地の形質 
①面積：   60,132.60 ㎡     □不明  
②敷地境界： □明確  □不明確  ■一部不明確 
③地形：   ■平坦  □起伏   □傾斜＝約  ％  
 

３）立地条件 
①地区地域：新開発住居地域 
②周辺施設：住宅、空地 

 
３．既存施設／被災状況 
   

校舎 建設年 建設者 階数 室構成（室名、室数） 被害 使用
状況

A 1980 父兄会 2 １F：教室 6 カウンセリング室、校長室 
２F：教室 2 △ ○ 

B 1992 父兄会 1 音楽室、図書室兼教員室 × × 

C 1980 政府 1 理科室、コンピュータ室、倉庫、被服実習室、
木工室 △ ○ 

D 1980 政府 1 便所 △ ○ 

E 1990 政府 1 教室 2 ○ × 

      

    被害：   ×＝大    △＝中～小      ○＝被害無し～僅少 
    使用状況： ×＝非使用  △＝一部使用     ○＝全面使用 
 

備考：①仮設施設：プレハブ教室＝0 、竹むしろ教室＝0 
②破損机・椅子の割合＝0 ％ 
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４．インフラストラクチャー／設備概要 
１）給水設備 
  ①水源 

        □市水 引き込み箇所： 

引き込み管径＝   mm、 

給水圧：     ■低い      □高い      □普通 

断水状況： 3 時間給水 

飲料適否：    □可       ■不可 

②受水槽：  なし（直結） 容量   ㎥、  □地中埋設    □地上設置 

③高架水槽： なし（直結） 容量   ㎥、  高さ   ｍ、構造： 

 

２）排水設備 

①汚水処理方式  ■公共下水道放流：排水管径＝  mm 

□伝統的腐敗槽＋地下浸透処理  □河川等へ直接放流： 

□その他： 

    ②雑排水処理方式 ■下水管放流  □敷地内浸透・蒸発 □河川・道路側溝放流 

 

  ３）電気設備 

①受電方式：  ■220V 単相   □220V３相    □高圧（   V） 

②供給方式：  ■架空     □地下埋設    □塀上端横架 

 

  ４）電話設備 

固定電話    ■無 □有（外線数：  本、内インターネット線＝  本） 
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調査対象校調査票 
 

学 校 名 No. 4  Simon Bolivar 郡・市：Chincha 

校  長 Sr. Vicent Matias Magallanes 電話：27-1249 

面談相手 同上 電話： 

１．学校の沿革・運営 
  １）設立年：1967 年 

  ２）設立者：教育省 

３）学級数、児童生徒数、教職員数 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       小学校専門教官：体育＝  、音楽＝  、その他（  ）＝ 
 
 
 

学級数 児童生徒数 教職員数 
課程 学年 

午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 職種 人数 

幼少  校長 1

年少  副校長 

年長  秘書 1
幼稚園 

小計  実験室長 

1 年  生活指導 

2 年  図書室管理 1
3 年  実験助手 1
4 年  教務助手 2
5 年  事務員 

6 年  清掃 

小学校 

小計  守衛 
3

1 年 3 105 雑役 

2 年 3 92 幼稚園教員 
3 年 3 92 小学校教員 
4 年 2 49 中学校教員 24
5 年 3 81 夜間小学教員 

中学校 

小計 14 419 夜間中学教員 

合計   33
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２．敷地状況 
１）土地権利 

①所有権者名：教育省 
②証明書類のコピー：□無  ■有 
③敷地図面の有無： □無  ■有（公図、スケッチ、測量図、都市計画図、他） 

 
２）敷地の形質 

①面積：   約 10,000 ㎡     □不明  

②敷地境界： ■明確  □不明確  □一部不明確 
③地形：   ■平坦  □起伏   □傾斜＝約  ％  
 

３）立地条件 
①地区地域： 新開発地区住居地域 （Snampe） 
②周辺施設： 畑、住宅 

 
３．既存施設／被災状況 
   

校舎 建設年 建設者 階数 室構成（室名、室数） 被害 使用
状況

A1F 1994～
7 県  教室４、校長室 × △ 

A2F 2002～
6 県  コンピュータ実習室、e－学習室、図書/多目的

室、普通教室 2 × × 

B1F 1987～
8 県  便所、理科室 △ × 

B2F 建設中 町役場   × × 

C 1978～
9 県  教室 4 ○ ○ 

D 1978～
9 県  教室 4 ○ ○ 

       

       

被害：   ×＝大    △＝中～小      ○＝被害無し～僅少 
使用状況： ×＝非使用  △＝一部使用     ○＝全面使用 

 
備考：①仮設施設：テント教室＝1、竹むしろ教室＝７、 

②破損机・椅子の割合＝30％、破損品修理再使用 
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４．インフラストラクチャー／設備概要 
１）給水設備 
  ①水源 

        ■市水 引き込み箇所： 

引き込み管径＝ 20mm、 

給水圧：     □低い      ■高い      □普通 

断水状況： 

飲料適否：    ■可       □不可 

②受水槽：  容量 10 ㎥、     ■地中埋設    □地上設置 

③高架水槽： 容量  1 ㎥、 高さ   ｍ、構造： 

 

２）排水設備 

①汚水処理方式  ■公共下水道放流：排水管径＝100mm 

□伝統的腐敗槽＋地下浸透処理  □河川等へ直接放流： 

□その他： 

    ②雑排水処理方式 ■下水管放流  □敷地内浸透・蒸発 □河川・道路側溝放流 

 

  ４）電気設備 

①受電方式：  ■220V 単相   □220V３相    □高圧（   V） 

②供給方式：  ■架空     □地下埋設    □塀上端横架 

 

  ５）電話設備 
固定電話    □無 ■有（外線数： 1 本、内インターネット線＝  本） 
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調査対象校調査票 
 

学 校 名 No. 5 José Carlos Mariátegui 郡・市： Chincha 

校  長 Sr. Juan Pedoro Giron Violeta 電話：無し 

面談相手 同上 電話：26-6834 Sr. Almeida 

１．学校の沿革・運営 
  １）設立年：1973 年 
  ２）設立者：地元父兄会の発起で教育省が運営を担うこととなった。 

３）学級数、児童生徒数、教職員数 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       小学校専門教官：体育＝1  、音楽＝  、その他（  ）＝ 
         

震災前は教室数 16、学級数 16 で一部制の授業であったが、父兄会が増築した 2 階の 3
教室の危険性を懸念する父兄の声に配慮し、それらを使用しなくなったために 2 部制

を敷いている 
 

学級数 児童生徒数 教職員数 
課程 学年 

午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 職種 人数 

幼少 1 26 校長 1

年少 1 22 副校長 

年長 2 45 秘書 
幼稚園 

小計 4 93 実験室長 

1 年 2 56 生活指導 

2 年 2 46 図書室管理 

3 年 2 58 実験助手 
4 年 2 40 教務助手 
5 年  2 56 事務員 

6 年  2 52 清掃 

小学校 

小計 8 4 200 108 守衛 
2

1 年  雑役 

2 年  幼稚園教員 4

3 年  小学校教員 13
4 年  中学校教員 

5 年  夜間小学教員 

中学校 

小計  夜間中学教員 

合計   20
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２．敷地状況 
１）土地権利 

①所有権者名：教育省 
②証明書類のコピー：■無  □有 
③敷地図面の有無： □無  ■有（公図、スケッチ、測量図、都市計画図、他） 

２）敷地の形質 
①面積：   9,873.64 ㎡     □不明  
②敷地境界： ■明確  □不明確  □一部不明確 
③地形：   ■平坦  □起伏   □傾斜＝約  ％  
 

３）立地条件 
①地区地域：低所得層住居地域 
②周辺施設：住宅 

 
３．既存施設／被災状況 
   

校舎 建設年 建設者 階数 室構成（室名、室数） 被害 使用
状況

A 1973 父兄会 1 教室 4、校長室、便所 × × 

B 1974 父兄会 1 教室 3 × × 

C1F 1995 県 教室 3 △ ○ 

C2F 2005 父兄会
2 

2 階増設 △ × 

D 1994 県 1 教室 3 △ ○ 

E 1999 県 1 便所 △ ○ 

       

      被害：   ×＝大    △＝中～小      ○＝被害無し～僅少 
      使用状況： ×＝非使用  △＝一部使用     ○＝全面使用 
 

備考：①仮設施設：テント教室＝2  、竹むしろ教室＝4 

②破損机・椅子の割合＝ 僅少 10 脚程度 
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４．インフラストラクチャー／設備概要 
１）給水設備 
  ①水源 

        ■市水 引き込み箇所： 

引き込み管径＝   mm、 

給水圧：     □低い      ■高い      □普通 

断水状況： 2 時間給水 

飲料適否：    ■可       □不可 

 

②受水槽：  容量 4 ㎥、     ■地中埋設    □地上設置 

③高架水槽： 容量 0.5 ㎥、高さ 3ｍ、構造：FRP タンク屋根上設置 
④主要給水箇所： 
⑤水道タップ数： 
 

２）排水設備 
①汚水処理方式  ■公共下水道放流：排水管径＝  mm 

□伝統的腐敗槽＋地下浸透処理  □河川等へ直接放流： 
□その他： 

    ②雑排水処理方式 ■下水管放流  □敷地内浸透・蒸発 □河川・道路側溝放流 
 
  ４）電気設備 

①受電方式：  ■220V 単相   □220V３相    □高圧（   V） 
②供給方式：  ■架空     □地下埋設    □塀上端横架 
 

  ５）電話設備 
固定電話    ■無 □有（外線数：  本、内インターネット線＝  本） 

 



 A5-16

調査対象校調査票 
 

学 校 名 No. 6  Emilia Barcia Bonifatti（幼稚園） 郡・市： 

校  長 Sra. Maria Teresa Herdia Salazar 電話：31-0901（自宅） 

面談相手 同上 電話： 

１．学校の沿革・運営 
  １）設立年：1979 年 
  ２）設立者：教育省 

３）学級数、児童生徒数、教職員数 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       小学校専門教官：体育＝  、音楽＝  、その他（  ）＝ 
 
 

学級数 児童生徒数 教職員数 
課程 学年 

午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 職種 人数 

幼少 3 93 校長 1

年少 4 121 副校長 

年長 3 105 秘書 
幼稚園 

小計 10 319 実験室長 

1 年  生活指導 

2 年  図書室管理 

3 年  実験助手 
4 年  教務助手 2
5 年  事務員 

6 年  清掃 

小学校 

小計  守衛 
2

1 年  雑役 

2 年  幼稚園教員 10

3 年  小学校教員 
4 年  中学校教員 

5 年  夜間小学教員 

中学校 

小計  夜間中学教員 

合計   15
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２．敷地状況 
１）土地権利 

①所有権者名：教育省 

②証明書類のコピー：□無  ■有 
③敷地図面の有無： □無  ■有（公図、スケッチ、測量図、設計図、他） 
 

２）敷地の形質 
①面積：   ３,640.70 ㎡     □不明  
②敷地境界： ■明確  □不明確  □一部不明確 
③地形：   ■平坦  □起伏   □傾斜＝約  ％  
 

３）立地条件 
①地区地域：住居地域 
②周辺施設：住宅 

 
３．既存施設／被災状況 
   

校舎 建設年 建設者 階数 室構成（室名、室数） 被害 使用
状況

A 1979 寄付 1 教室 3、校長室、便所 △ ○ 

B1 1988 父兄会 1 教室 2 △ ○ 

B2 1996 県 1 教室 2 △ ○ 

C 2006 国 1 教室 2 △ × 

D 2002 父兄会 1 教室１ △ × 

E 1997 寄付 1 倉庫 △ ○ 

       

       

       

       

    被害：   ×＝大    △＝中～小      ○＝被害無し～僅少 
    使用状況： ×＝非使用  △＝一部使用     ○＝全面使用 

 

備考：①仮設施設：プレハブ教室＝  、竹むしろ教室＝3 

②破損机・椅子の割合＝  0 ％ 
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４．インフラストラクチャー／設備概要 
１）給水設備 
  ①水源 

        ■市水 引き込み箇所：  料金未払いで止められている 

引き込み管径＝   mm、 
給水圧：     □低い      □高い      □普通 

断水状況： 

飲料適否：    □可       □不可 

②受水槽：  容量   ㎥、     □地中埋設    □地上設置 

③高架水槽： 容量   ㎥、高さ   ｍ、構造：  

 

２）排水設備 

①汚水処理方式  ■公共下水道放流：排水管径＝  mm 

□伝統的腐敗槽＋地下浸透処理  □河川等へ直接放流： 

□その他： 

    ②雑排水処理方式 ■下水管放流  □敷地内浸透・蒸発 □河川・道路側溝放流 

 

  ４）電気設備 

①受電方式：  ■220V 単相   □220V３相    □高圧（   V） 

②供給方式：  □架空     □地下埋設    □塀上端横架 

 

  ５）電話設備 

固定電話    ■無 □有（外線数：  本、内インターネット線＝  本） 
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調査対象校調査票 
 

学 校 名 No. 7  San Antonio de Padua 郡・市：Chincha 

校  長 Sra. Teresa Felicia Manrigue Herrera 電話：26-0487 

面談相手 同上 電話： 

１．学校の沿革・運営 
  １）設立年： 
  ２）設立者： 

３）学級数、児童生徒数、教職員数 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       小学校専門教官：体育＝2  、音楽＝  、その他（  ）＝ 
 

学級数 児童生徒数 教職員数 
課程 学年 

午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 職種 人数 

幼少 1 30 校長 1

年少 1 37 副校長 1

年長 2 60 秘書 
幼稚園 

小計 4 127 実験室長 

1 年 5 125 生活指導 

2 年 4 120 図書室管理 

3 年 5 125 実験助手 
4 年 3 2 145 教務助手 1
5 年 3 2 140 事務員 

6 年 3 2 150 清掃 

小学校 

小計 23 6 435 守衛 
3

1 年  雑役 

2 年  幼稚園教員 4

3 年  小学校教員 31
4 年  中学校教員 

5 年  夜間小学教員 

中学校 

小計  夜間中学教員 

合計   
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２．敷地状況 
１）土地権利 

①所有権者名： 
②証明書類のコピー：□無  ■有 
③敷地図面の有無： □無  ■有（公図、スケッチ、測量図、設計図、他） 
 

２）敷地の形質 
①面積：   約 ㎡     □不明  
②敷地境界： ■明確  □不明確  □一部不明確 
③地形：   ■平坦  □起伏   □傾斜＝約  ％  
 

３）立地条件 
①地区地域：新興市街化地域 
②周辺施設：住宅 

 
３．既存施設／被災状況 
   

校舎 建設年 建設者 階数 室構成（室名、室数） 被害 使用
状況

A 2002 教育省 2 校長室、保健室、厨房、倉庫、２F：図書室 ○ ○ 

B 2002 教育省 2 教室 12 ○ ○ 

C 2002 教育省 1 便所 ○ ○ 

D 1993 教育省 2 教室 2 × × 

E 2002 教育省 1 便所（幼稚園用） ○ ○ 

F 2002~ 父兄会 2 建設中止（6 教室） × × 

G 2002 教育省 1 プレハブ教室 4 棟 6 教室 老朽 ○ 

       

       

       

被害：   ×＝大    △＝中～小      ○＝被害無し～僅少 
使用状況： ×＝非使用  △＝一部使用     ○＝全面使用 

 
備考：①仮設施設：プレハブ教室＝  、竹むしろ教室＝6 室 

②破損机・椅子の割合＝    ％ 
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４．インフラストラクチャー／設備概要 
１）給水設備 

  ①水源 

        ■市水 引き込み箇所： 

引き込み管径＝   mm、 

給水圧：     □低い      □高い      □普通 

断水状況：  4 時間給水 

飲料適否：    □可       ■不可 

②受水槽：  容量  15 ㎥、     □地中埋設    □地上設置 

③高架水槽： 容量  5 ㎥、 高さ 12ｍ、構造：  

 

２）汚水排水設備 

①汚水処理方式  ■公共下水道放流：排水管径＝  mm 

□伝統的腐敗槽＋地下浸透処理  □河川等へ直接放流： 

□その他： 

    ②雑排水処理方式 ■下水管放流  □敷地内浸透・蒸発 □河川・道路側溝放流 

 

  ４）電気設備 

①受電方式：  □220V 単相   ■220V３相    □高圧（   V） 

②供給方式：  □架空     □地下埋設    □塀上端横架 

 

  ５）電話設備 

固定電話    □無 ■有（外線数： １本、内インターネット線＝  本） 
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調査対象校調査票 
 

学 校 名 No. 8   Julio Cesar Tello 郡・市：Ica 

校  長 Sr. Maximo Huanman Garcia 電話：21-5063（学校） 

面談相手 Sra. Margot Montalvo de Fonseca（夜間部副校長） 電話：21-2335（自宅） 

１．学校の沿革・運営 
  １）設立年：1971 年 
  ２）設立者：教育省 

３）学級数、児童生徒数、教職員数 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ①小学校専門教官：体育＝2  、音楽＝0  、その他（  ）＝0 

②夜間小学校は昼間働いている学童の他に成人も多いので５年制となっている。 
③本校は当初小学校として建てられその後中学校が併設された。中学校は普通中学であ

るが、自動車修理や大工･木工が教えられ、実習工場を持っていた。これらの施設は

1990 年に職業訓練校（CETPRO: Centro de Educación Tecnico y Productivo）が設立され移管さ

れた。しかし 2005 年に同校は廃校となり施設は返還され、現在は普通教育の一環とし

て木工だけが中学で教えられ、その実習室として使われている。 

学級数 児童生徒数 教職員数 
課程 学年 

午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 職種 人数 

幼少       校長 1

年少       副校長 2

年長       秘書 3
幼稚園 

小計       実験室長 1

1 年 3 － 65 － 生活指導 1

2 年 3 － 83 － 図書室係 2
3 年 3 － 64 － 実験助手 1
4 年 3 － 89 － 教務助手 4
5 年 3 －

1

65 －

35

事務員 

6 年 4 － － 105 － －

小学校 

小計 19 － 1 471 － 35

清掃、雑役 
、守衛 

4

1 年 3 2 1 141 不明  

2 年 3 2 1 147 不明 幼稚園教員 －

3 年 3 2 1 148 不明 小学校教員 21
4 年 3 2 1 178 不明 中学校教員 39
5 年 2 2 1 155 不明 夜間小学教員 1

中学校 

小計 14 10 5 769 107 夜間中学教員 6

合計 33 10 6 1240 142  86
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２．敷地状況 
１）土地権利 

①所有権者名：教育省 
②証明書類のコピー：□無  ■有 
③敷地図面の有無： □無  ■有（公図、スケッチ、測量図、都市計画図、他） 
 

２）敷地の形質 
①面積：   約 12,036 ㎡（土地書類）、13,365 ㎡（ぺ側調査）  □不明  
②敷地境界： ■明確  □不明確  □一部不明確 
③地形：   ■平坦  □起伏   □傾斜＝約  ％  
 

３）立地条件 
①地区地域：振興開発住宅地域公益施設区域 
②周辺施設：住宅、保健所、公園、役場事務所 
 

３．既存施設 
   

校舎 建設年 建設者 階数 室構成（室名、室数） 被害 使用
状況

A 1995  2 １階：事務室、校長室 
２階：図書室 × △ 

B 1995  2 １階：理科実験室 
２階：PC 実習室 2 × △ 

C1 1968  １階：教室 3＋1/2x2 × × 

C2 1995  
2 

２階：教室 4 × × 

D 1995  2 １階：教室 3 
２階：教室 3 

× × 

E 1968  1 教室 2 △ ○ 

F 1995  1 便所:教員+児童 ○ ○ 

G 1968  1 教室 3、3 教室＋便所は隣接幼稚園が使用 △ ○ 

H 1968  1 教室 3 △ ○ 

I 1968  1 教室 2 △ ○ 

J 1968  1 教室 2＋便所 ○ ○ 

K 1968  1 木工実習室および付属室 △ ○ 

L 1968  1 教室 3 ○ ○ 

M 1968  1 教室 3 ○ ○ 

    被害：   ×＝大    △＝中～小      ○＝被害無し～僅少 
    使用状況： ×＝非使用  △＝一部使用     ○＝全面使用 

 
 

 

４．インフラストラクチャー／設備概要 
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１）給水設備 

  ①水源 

        ■市水 引き込み箇所：主要全面道路（幅員＝ｍ） 

引き込み管径＝  25m 

給水圧：     □低い      □高い      ■普通 

断水状況：ない 

飲料適否：    ■可       □不可 
②受水槽：  容量  12 ㎥、     ■地中埋設    □地上設置 

③高架水槽： 容量   2 ㎥、高さ 12ｍ、構造：鉄筋コンクリート格子櫓 

 

２）汚水排水設備 

①汚水処理方式  ■公共下水道放流：排水管径＝150mm 

□伝統的腐敗槽＋地下浸透処理  □河川等へ直接放流： 
□その他： 

    ②雑排水処理方式 ■下水管放流  □敷地内浸透・蒸発 □河川・道路側溝放流 
 
  ４）電気設備 

①受電方式：  □220V 単相  ■220V３相    □高圧（   V） 
②供給方式：  □架空     ■地下埋設    □塀上端横架 
 

  ５）電話設備 
固定電話    □無 ■有（外線数：5 本、内インターネット専用線＝3 本） 
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調査対象校調査票 

学 校 名 No. 9  CETPRO Guadalupe 郡・市：Ica 

校  長 Sra. Peña Villamares Juana Cirina 電話：21-5063 

面談相手  電話： 

１．学校の沿革・運営 
  １）設立年：1980 年 
  ２）設立者：教育省 

３）学級数、児童生徒数、教職員数 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
     ①職業訓練校 

②食品加工/料理、手芸、裁縫、美容/理容、コンピュータ、電気工事、金属加工/溶接、

看護助手、の 8 コース。 
③受講生：合計約 300 人 
④授業時間：300 時間（入門講座）。 
 

学級数 児童生徒数 教職員数 
課程 学年 

午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 職種 人数 

幼少       校長 1

年少       教官 14

年長       清掃 1
幼稚園 

小計       守衛 1

合計        17
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２．敷地状況 
１）土地権利 

①所有権者名：非調査 
②証明書類のコピー：■無  □有 
③敷地図面の有無： ■無  □有（公図、スケッチ、測量図、都市計画図、他） 
 

２）敷地の形質 
①面積：   約 412 ㎡     □不明  
②敷地境界： □明確  □不明確  ■一部不明確 
③地形：   ■平坦  □起伏   □傾斜＝約  ％  
 

３）立地条件 
①地区地域：住居地区  
②周辺施設：住宅、給水塔／井戸（敷地中央に壊れたものがある） 

 
３．既存施設 
   

校舎 建設年 建設者 階数 室構成（室名、室数） 被害 使用
状況

A   1 教室 8、校長室、便所 2 ブース × × 

       

       

     被害：   ×＝大    △＝中～小      ○＝被害無し～僅少 
     使用状況： ×＝非使用  △＝一部使用     ○＝全面使用 
 

２）建替え諸室  
    職業訓練校につき対象外 
 
 
４．インフラストラクチャー／設備概要 
   非調査 
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調査対象校調査票 
 

学 校 名 No. 10  Olinda Maldonado Llosa (I.E. 22296) 郡・市：Ica 

校  長 Sra. Valle Campos Jenny Iris 電話：21-8088、 972-6149 

面談相手 同上 電話：同上 

１．学校の沿革・運営 
  １）設立年：2000 年、小学校 2 クラス、幼稚園 2 クラスで開設。 
  ２）設立者： 

３）学級数、児童生徒数、教職員数 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       小学校専門教官：体育＝1、音楽＝1 
 
 
 
 

学級数 児童生徒数 教職員数 
課程 学年 

午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 職種 人数 

幼少 1 23  校長 1

年少 1 27  副校長 

年長 1 29  秘書 
幼稚園 

小計 3 79  実験室長 

1 年 1 29  生活指導 

2 年 1 35  図書室管理 

3 年 1 21  実験助手 
4 年 1 25  教務助手 
5 年 1 23  事務員 

6 年 1 21  清掃 

小学校 

小計 6 154  守衛 

1 年       雑役 

1

2 年       幼稚園教員 3

3 年       小学校教員 8
4 年       中学校教員 

5 年       夜間小学教員 

中学校 

小計       夜間中学教員 

合計        13
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２．敷地状況 
１）土地権利 

①所有権者名：教育省 

②証明書類のコピー：□無  ■有 

③敷地図面の有無： ■無  □有（公図、スケッチ、測量図、都市計画図、他） 

 

２）敷地の形質 

①面積：   1,596.75 ㎡（公簿）  1,452 ㎡（実測）   □不明  

②敷地境界： ■明確  □不明確  □一部不明確 

③地形：   ■平坦  □起伏   □傾斜＝約  ％  

 

３）立地条件 

①地区地域：住居地域（サンフォアキン新市街化区域） 
②周辺施設：住宅 

 
３．既存施設 
   

校舎 建設年 建設者 階数 室構成（室名、室数） 被害 使用
状況

A    プレハブ教室 2 室 △ × 

B    RC 教室 1 △ ○ 

C    プレハブ教室 2 室、図書室 △ △ 

D 2000   教室 5（内 1 は父兄会増設）便所 4、 
校長室 1（現在は物置） ○ ○ 

     被害：   ×＝大    △＝中～小      ○＝被害無し～僅少 
     使用状況： ×＝非使用  △＝一部使用     ○＝全面使用



 A5-29

４．インフラストラクチャー／設備概要 
１）給水設備 
  ①水源 

        ■市水 引き込み箇所： 

引き込み管径＝ 25mm、 

給水圧：     ■低い      □高い      □普通 

断水状況： 

飲料適否：    □可       ■不可 

②受水槽：  容量  約 12 ㎥、     ■地中埋設    □地上設置 

③高架水槽： 容量  0.5 ㎥、高さ 3ｍ、構造：FRP 屋上設置 

 

２）排水設備 

①汚水処理方式  ■公共下水道放流：排水管径＝  mm 

□伝統的腐敗槽＋地下浸透処理  □河川等へ直接放流： 

□その他： 

    ②雑排水処理方式 ■下水管放流  □敷地内浸透・蒸発 □河川・道路側溝放流 

 

  ４）電気設備 

①受電方式：  ■220V 単相   □380V３相    □高圧（   V） 

②供給方式：  □架空     □地下埋設    ■塀上端横架 

 

  ５）電話設備 

固定電話    ■無 □有（外線数：  本、内インターネット線＝  本） 
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調査対象校調査票 
 

学 校 名 No. 11   José Carlos Mariátegui 郡・市：Pisco 

校  長 Sr. Juan Pablo Martinez Vega 電話：54-3141 

面談相手 同上 電話： 

１．学校の沿革・運営 
  １）設立年：1962 年 
  ２）設立者：教育省 

３）学級数、児童生徒数、教職員数 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       小学校専門教官：体育＝4、音楽＝  、その他（  ）＝ 
          ①夜間コースは Educación Basica Alternativo と呼ばれ、昼間の普通学校とは別組織。 
      そのため校長は２人いる。 
     ②学年はサイクルと呼ばれ、履修期間は普通教育の半分で、小学校は 3 年、中学は 2

年半で終了。 
     ③卒業資格は普通教育と同じ。 
 

学級数 児童生徒数 教職員数 
課程 学年 

午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 職種 人数 

幼少       校長 2

年少       副校長 5

年長       秘書 1
幼稚園 

小計       実験室長 1

1 年 5 － 1 135 － 8 生活指導 1

2 年 8 － 1 214 － 3 図書室管理 1
3 年 8 － 1 215 － 5 実験助手 1
4 年 － 8 1 － 210 7 教務助手 4
5 年 － 7 1 － 241 7 事務員 5
6 年 － 8 － － 263 － 清掃 

小学校 

小計 21 23 5 564 714 30 守衛 

1 年 7 － 1 297 － 22 雑役 

5

2 年 8 － 1 303 － 16 幼稚園教員 
3 年 － 6 1 － 224 4 小学校教員 48
4 年 － 5 1 － 205 6 中学校教員 54
5 年 － 5 1 － 274 29 夜間小学教員 3

中学校 

小計 15 16 5 600 703 77 夜間中学教員 5

合計    1,164 1,417 107   
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２．敷地状況 
１）土地権利 

①所有権者名：教育省 
②証明書類のコピー：□無  ■有 
③敷地図面の有無： □無  ■有（公図、スケッチ、測量図、都市計画図、他） 

２）敷地の形質 
①面積：   38,336.15 ㎡     □不明  
②敷地境界： ■明確  □不明確  □一部不明確 
③地形：   □平坦  ■起伏   □傾斜＝約  ％  
 

３）立地条件 
①地区地域：市街化区域 
②周辺施設：住宅 

 
３．既存施設 
   

校舎 建設年 建設者 階数 室構成（室名、室数） 被害 使用
状況

A 1987 父兄会 1 教室 5 × × 

B 1962 父兄会 1 教室 3 × × 

C 1962 父兄会 1 教室 8、便所 × × 

D 1962 父兄会 1 教室 10、便所 × × 

E 1983 父兄会 1 実習工場、売店、体操器具庫 △ △ 

F 1995 教育省 2 教室 12（修理済） △ ○ 

G1 1995 教育省 1 便所  △ ○ 

G2   1 非使用便所 △ × 

G3 2006  1 新築便所 △ ○ 

H 1995 教育省 1 副校長室 △ ○ 

I 1995 教育省 1 便所 △ ○ 

J1F 教育省 教室 9＋ 

J2F 
1995 

父兄会 
2 

教室 2（2 階一部増築） 
× × 

K 1995 教育省 2 校長室、秘書室、保健室、コンピュータ室 △ △ 

L 1995 教育省 2 実験室２（物理化学、生物）、図書室、裁縫実
習室 × × 

M 1995 教育省 1 便所 × × 

N 1995 教育省 1 機械実習室 △ ○ 

     被害：   ×＝大    △＝中～小      ○＝被害無し～僅少 
     使用状況： ×＝非使用  △＝一部使用     ○＝全面使用 
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４．インフラストラクチャー／設備概要 
１）給水設備 

  ①水源 

        ■市水 引き込み箇所： 

引き込み管径＝   mm、 

給水圧：     ■低い      □高い      □普通 

断水状況：一日 2 時間給水 

飲料適否：    ■可       □不可 

②受水槽：  容量  15 ㎥、     ■地中埋設    □地上設置 

③高架水槽： 容量  ４㎥、高さ 12ｍ、構造：RC 

④主要給水箇所： 

⑤水道タップ数： 

２）汚水排水設備 

①汚水処理方式  ■公共下水道放流：排水管径＝100mm 

■伝統的腐敗槽＋地下浸透処理  □河川等へ直接放流： 

□その他： 

    ②雑排水処理方式 □下水管放流  □敷地内浸透・蒸発 □河川・道路側溝放流 

 

  ４）電気設備 

①受電方式：  □220V 単相   ■220V３相   □高圧（   V） 

②供給方式：  ■架空     □地下埋設    □塀上端横架 

 

  ５）電話設備 

固定電話    □無 ■有（外線数：1 本、内インターネット線＝  本） 
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調査対象校調査票 
 

学 校 名 No. 12  José de la Torre Ugarte 郡・市：Pisco 

校  長 Sr. Eladio Americo Cruz Arrango 電話：22-455 ? 

面談相手 同上 電話： 

１．学校の沿革・運営 
  １）設立年：1906 年 ピスコで最も古い学校 
  ２）設立者：教育省 

３）学級数、児童生徒数、教職員数 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       小学校専門教官：体育＝3、クラブ活動指導（学校代表チーム指導）＝1 
 
 
 

学級数 児童生徒数 教職員数 
課程 学年 

午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 職種 人数 

幼少       校長 1

年少       副校長 1

年長       秘書 2
幼稚園 

小計       実験室長 1

1 年 2 2 84 49  生活指導 

2 年 2 2 81 74  図書室管理 1
3 年 3 2 107 55  実験助手 1
4 年 2 2 75 68  教務助手 
5 年 2 2 82 66  事務員 

6 年 2 3 84 91  清掃 

小学校 

小計 13 13 513 403  守衛 
4

1 年       雑役 

2 年       幼稚園教員 
3 年       担任教員 26
4 年       小学校専門教員 4
5 年       夜間小学教員 

中学校 

小計       夜間中学教員 

合計        41
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２．敷地状況 
１）土地権利 

①所有権者名：教育省 
②使用権者名： 
③証明書類のコピー：□無  ■有 
④敷地図面の有無： □無  □有（公図、スケッチ、測量図、都市計画図、他） 
 

２）敷地の形質 
①面積：   5,440 ㎡     □不明  
②敷地境界： ■明確  □不明確  □一部不明確 
③地形：   ■平坦  □起伏   □傾斜＝約  ％  
 

３）立地条件 
①地区地域：市街地 
②周辺施設：住宅 

 
３．既存施設 
   

校舎 建設年 建設者 階数 室構成（室名、室数） 被害 使用
状況

A 1956 教育省 1 教室 6、校長室、管理室、職員便所、倉庫 △ △ 

B 1956 教育省 1 便所、教室 2、音楽楽器庫、図書室、コンピュ
ータ △ △ 

C     × × 

D 1956 教育省 1 教室、体育器具庫、歯科診療室、売店 × × 

E 1956 教育省 1 教室 2、便所、理科実験室 × × 

F 1956 教育省 1 体育館、便所 × × 

G ？ ？ 1 教室 1 × × 

H ？ ？ 1 教室 1、厨房 × × 

     被害：   ×＝大    △＝中～小      ○＝被害無し～僅少 
     使用状況： ×＝非使用  △＝一部使用     ○＝全面使用 
 

備考：①仮設施設：プレハブ教室＝5、竹むしろ教室＝2 
②破損机・椅子の割合＝40％  現在の対応：やりくり 
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４．インフラストラクチャー／設備概要 
１）給水設備 

  ①水源 

        ■市水 引き込み箇所： 

引き込み管径＝25mm、 

給水圧：     □低い      □高い      ■普通 

断水状況： 

飲料適否：    ■可       □不可 

②受水槽：  容量 15 ㎥、     ■地中埋設    □地上設置 

③高架水槽： 容量 5 ㎥、高さ 12ｍ、構造：RC 

 

２）排水設備 

①汚水処理方式  ■公共下水道放流：排水管径＝  mm 

□伝統的腐敗槽＋地下浸透処理  □河川等へ直接放流： 

□その他： 

    ②雑排水処理方式 ■下水管放流  □敷地内浸透・蒸発 □河川・道路側溝放流 

 

  ４）電気設備 

①受電方式：  □220V 単相   ■220V３相    □高圧（   V） 

②供給方式：  ■架空     □地下埋設    □塀上端横架 

 

  ５）電話設備 
固定電話    □無 ■有（外線数：1 本、内インターネット線＝  本） 
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調査対象校調査票 
 

学 校 名 No. 13   CETPRO Pisco 郡・市：Pisco 

校  長 Sra. Rosa Cecilia Gavilan Cabrera 電話：53-5701 

面談相手 同上 電話：同上 

１．学校の沿革・運営 
  １）設立年：1965 年 
  ２）設立者： 

３）受講コース、受講者数、教職員数 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         ①各コースは約 1 年の履修課程であり、1,000 時間以上の学習をもって卒業資格を授与

される。ただし 

     ②各コースはそれぞれいくつかの科目別コースから成り立っており、卒業資格を取得

するには全科目別コースの履修が必要。科目別コースだけの選択も可能であり、そ

の受講者数は 193 人。全科目受講者は 506 人。 
 

 教職員数 
コース コース別受講者数 

   職種 人数 

洋裁 279  校長 1

料理 42   

電気工事 27  秘書 1

衛生設備工事 8  教官 11

タイル工事 0   

秘書 19   
美容理容 185   
看護助手 28   

パソコン 87  清掃 

手芸 10  守衛 

英語 14  雑役 
1

合計 699   14
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２．敷地状況 
１）土地権利 

①所有権者名：教育省 
②証明書類のコピー：□無  ■有 
③敷地図面の有無： □無  ■有（公図、スケッチ、測量図、設計図） 
 

２）敷地の形質 
①面積：   1,683.70 ㎡     □不明  
②敷地境界： ■明確  □不明確  □一部不明確 
③地形：   ■平坦  □起伏   □傾斜＝約  ％  
 

３）立地条件 
①地区地域：市街地 
②周辺施設：住宅、公園 

 
３．既存施設 
   

校舎 建設年 建設者 階数 室構成（室名、室数） 被害 使用
状況

A 1992 教育省 1 校長室、実習室 × △ 

B 1996 教育省 1 便所 ○ ○ 

C 1996 教育省 2 講義室 10 × × 

       

       

    被害：   ×＝大    △＝中～小      ○＝被害無し～僅少 
    使用状況： ×＝非使用  △＝一部使用     ○＝全面使用 
 

 
 
４．インフラストラクチャー／設備概要        非調査 
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調査対象校調査票 
 

学 校 名 No. 14  José Gabriel Aguilar  郡・市：Pisco 

校  長 Juana Aurora Gala Gomez 電話：945-5945 

面談相手 José Feliz Garcia Muñoz（数学教官） 電話：947-0843 

１．学校の沿革・運営 
  １）設立年：1952 年小学校、1979 年中学校 
  ２）設立者：父兄会が建設し、教育省が認可・運営 

３）学級数、児童生徒数、教職員数 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       小学校専門教官：体育＝1、音楽＝  、その他（  ）＝ 

 

 

学級数 児童生徒数 教職員数 
課程 学年 

午前 午後 夜間 午前 午後 夜間 職種 人数 

幼少   校長 1

年少   副校長 

年長 

1 

  秘書 
幼稚園 

小計 1 21   実験室長 

1 年 1 16   生活指導 

2 年 1 19   図書室管理 

3 年 1 15   実験助手 
4 年 1 18   教務助手 1
5 年 1 15   事務員 

6 年 1 21   清掃 

小学校 

小計 6 104   守衛 

1 年 1 17   雑役 

1

2 年 1 11   幼稚園教員 1

3 年 1 15   小学校教員 7
4 年 1 10   中学校教員 8
5 年 1 17   夜間小学教員 

中学校 

小計 5 70   夜間中学教員 

合計        19
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２．敷地状況 

１）土地権利 

①所有権者名：教育省 

②証明書類のコピー：■無：紛失、現在再発行手続き中、3 ヶ月ほどかかる。 

③敷地図面の有無： ■無：盗難、UGEL(Unida de Gestion Educativa Local)にもある筈。 

 

２）敷地の形質 

①面積：   約 10,200 ㎡     □不明  

②敷地境界： ■明確  □不明確  □一部不明確 

③地形：   ■平坦  □起伏   □傾斜＝約  ％  

 

３）立地条件 

①地区地域：田園地帯 

②周辺施設：畑、民家 

 

３．既存施設    UNESCO によるプレハブ校舎の建設が大規模に進行中であり調査せず。 

   

校舎 建設年 建設者 階数 室構成（室名、室数） 被害 使用
状況

       

      

      

      

      

      

      

      

    被害：   ×＝大    △＝中～小      ○＝被害無し～僅少 
    使用状況： ×＝非使用  △＝一部使用     ○＝全面使用 
 
 

４．インフラストラクチャー／設備概要            非調査 



資料-6 見返り資金活用計画 
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添付資料 6－見返り資金活用計画 

 

1. セクター別地域別災害状況 

11 月 20 日時点における INDECI がまとめたチンチャ郡、ピスコ郡、イカ郡におけるセクター別災

害状況を表 1-1 に示す。ペルー太平洋岸地震による死者数は、イカ州全体で 510 名、そのうち、

ピスコ郡が 338 名と最も多い犠牲者を出し、イカ州全体の死者の約 70％を占める。チンチャ郡及

びイカ郡は 73 名、99 名の犠牲者をだしている。ピスコ郡の多数の死傷者は住宅崩壊が原因であ

ることが報告されている。各セクター別の被害状況を以下に列挙する。 

（1）住宅施設 

住宅被害は殆どが脆弱なアドベ造り構造が原因で、3 郡全体で、全壊 4 万 3 千戸、半壊もしくは

損傷 4 万 5 千戸の住宅の被害が生じている。全壊被害はチンチャ郡が最も多く、約１万７千戸、

半壊もしくは損傷被害はイカ郡が最も多く示し、死傷者数の多いピスコ郡は 3 郡の中で一番少な

い。ピスコ郡は面積、人口、人口密度が小さいが、死者数が最も多かったことは、特に、区中心

部の地盤が悪い上、脆弱なアドベ造り構造が多かったことが要因とされる。 

（2）医療施設 

医療施設の被害は、チンチャ区に多く、全壊被害が 4病院、半壊被害が 10 病院を示している。住

宅に比較し、病院施設構造が一般的に強固に建設されているために、全壊数は 4 病院でとどまっ

た。半壊被害は施設の構造が古いか、埋め立て処理が行われた地質状態の悪い地盤に建設された

め、沈下等によるひび割れ、梁の損壊被害が生じている。 

（3）教育施設 

災害発生直後、学校等の公共施設は被災民の緊急避難所として機能すべきであるが、教育施設の

被害状況で示したように、多数の学校校舎に大きな被害が生じた。チンチャ郡、ピスコ郡、イカ

郡における都市部の各学校で、従来、強固である鉄筋コンクリート構造の教育施設に比較的大き

な被害が生じている。ペルー国では耐震構造設計基準を設けているが、被害のあった学校施設が、

この基準前に建設されたか、施工方法に欠陥があったか、構造計算の不適格があったかが指摘さ

れる。 

（4）上下水道施設 

本対象地区の上下水施設は、震災以前から、都市部を除けば、上下水施設整備状況は好ましくな

く、かつ脆弱な施設整備状況である。上水施設被害では、給水タンクの耐震構造に問題があり、

全壊はないが、ひび割れ等で稼動停止による給水不足、また、二次的災害の可能性が生じている。

また、配水及び給水網に関して、地震発生後は多くの漏水が見られたが、復旧整備が行われた。 

（5）港湾・橋梁施設 

港湾施設の被害は津波の浸水によってピスコ郡の漁港及び観光施設に集中し、サン・アンドレス

漁港の市場機能を支える製氷・倉庫・管理施設や設備の機能不全にいたる被害が生じた。また、
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チャコ漁港における浮き桟橋の損傷や海岸沿いの観光施設やレストランに被害が生じた。その他、

タンボ・デ・モーラ漁港、ラグニシャス漁港、ラグナ・グランデ漁港等で漁港施設の被害が起き

ている。地元漁民の生活及び生産の回復と観光施設の早急な復旧対策が必要である。 

表 1-1 当該セクター別郡別災害状況 

郡 死傷者 住宅施設 医療施設 教育施設 上下水道施設 
港湾施設 

及び橋梁施設

 負傷 死亡 全壊 半壊 全壊 半壊 大破 中破 中破 損傷 全壊 損傷 

チンチャ 256 99 17,511 14,349 4 10 26 87 0 2 0 0

ピスコ 701 338 11,707 9,550 2 0 36 56 2 2 1 4

イカ 173 73 14,032 21,170 1 0 41 29 4 5 1 0

合計 1,130 510 43,250 45.069 7 10 103 172 4 11 2 4

出所: INDECI, 2007 年 11 月 20 日現在 

 

2. セクター別地域別復興課題 

（1）住宅施設 

アドベと呼ばれる泥とわらを混ぜた日干しレンガ造りの脆弱な住宅に住んでいたため崩れた住宅

の下敷きになる被害が大きく、耐震構造上は極めて脆弱で、地震の度に多くの崩壊が引き起こさ

れている。今後、起こり得る地震災害の被害を軽減するために、アドベ耐震住宅の普及を実現化

することが必要である。 

（2）医療施設 

医療施設は地震等の大災害において、救助初期活動の大きな機動力でなければならい施設で、従

来から耐震構造の整備は必須条件である。「ペ」国の耐震構造は規制化されている現在、医療施設

の全壊・半壊等の被害が生じてはならない施設である。施設が規制以前に建設された既存不適格

構造か、施工方法に問題があったか、構造計算不適格かの要因が挙げられ、医療施設の耐震基準

に則った再建と近代的な技術移転が必要である。 

（3）教育施設 

日本の耐震設計技術や施工方法を考慮したソフトウエアーを、「ペ」国政府建設管理者及び施工業

者に対する技術移転が必要であると認識する。また、これら耐震技術に基づく被災学校の具体的

な再建設によって、直接のハードウエアーの技術移転と事例を残すことができ、「ペ」国政府が持

続的に自主的な再建を実施することが必要である。 

（4）上下水道施設 

上下水施設の復興課題は、特に、耐震設計技術や施工方法を考慮した給水タワーの整備と、震災

による深井戸の補修・再建が挙げられる。下水施設は、未整備な区間を含み復興計画が必要であ

る。 

（5）港湾・橋梁施設 
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津波による港湾施設の被害は、従来から脆弱な施設構造であるためと、津波発生に対する防災対

策が未整備であるため発生している。脆弱な既往施設の改修と津波に係るハザードマップによる

防災体制と実行可能な防災対策（アクションプラン）が必要である。 

 

3． 南部復興基金（FORSUR）の復興事業計画 

「ペ」国政府は南部復興基金（FORSUR）が、中央政府及び地方自治体を通し、ドナー支援のもと

に、復旧・復興計画をまとめる為の災害状況調査を実施し、震災後、2007 年 11 月末までを期限

としてまとめた各関係中央省庁及び州政府からの災害復興要請の優先プロジェクトを表 3-1 に示

す。優先プロジェクトは（1）教育、（2）都心インフラ整備、（3）医療、（4）都市開発、（5）上下

水道、（6）住宅再開発、（7）都市設備の再建整備の 7分野から構成された 36 プロジェクトで、総

事業費が約 376.7 百万ソル（131.8 億円）である。各分野別優先プロジェクトの概要は以下に列

挙するとおりである。 

（1）教育分野優先プロジェクト 

教育分野のプロジェクトはカニエテ、チンチャ、イカ、ピスコの各郡における教育資材供与の 4

復興援助プロジェクトを示し、それぞれ 12.0 ヶ月期間内実施工程における 3.0 百万ソルの事業費

である。 

（2）都心インフラ整備分野優先プロジェクト 

都心インフラ整備分野優先プロジェクトはピスコ、チンチャ、イカ郡の中心部における道路施設

整備、道路都市開発調査及び計画、土地利用に係る管理、漁港の再配置の再建に係る 12 復興援助

プロジェクトを示す。各セクターの事業規模は、道路施設整備プロジェクトが 24.0-36.0 ヶ月期

間内実施工程における 6.0-20.0 百万ソルの事業費、道路都市開発調査及び計画プロジェクトが

0.4-36.0 ヶ月期間内実施工程における 1.0-20.0 百万ソルの事業費、土地利用に係る管理プロジ

ェクトが、24.0 ヶ月期間内実施工程における 4.0-6.0 百万ソルの事業費、漁港の再配置プロジェ

クトが 24.0 ヶ月期間内実施工程における 0.5 百万ソルの事業費である。 

（3）医療施設の復旧分野優先プロジェクト 

医療施設の復旧分野優先プロジェクトはピスコ、カストロビレイナ、チンチャ、ワイタラ、イカ

郡における病院建設・装備及び健康診療所の復旧に係る 5 復興援助プロジェクトを示す。各復旧

の事業規模は、病院建設・装備プロジェクトが 24.0 ヶ月期間内実施工程における 65.0 百万ソル

の事業費、健康診療所の復旧プロジェクトが 0.8 ヶ月期間内実施工程における 0.4-3.1 百万ソル

の事業費である。 

（4）都市開発分野優先プロジェクト 

都市開発分野優先プロジェクトはピスコ、チンチャ郡における 2,500 家屋移転の都市開発の 2 復

興援助プロジェクトで、それぞれ 0.8 ヶ月期間内実施工程の 9.0 百万ソルの事業費である。 

（5）上下水道の再建と改良分野優先プロジェクト 
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上下水道の再建と改良分野優先プロジェクトはピスコ郡における上下水道施設の再建と改良の 1

復興援助プロジェクトで、16.0 ヶ月期間内実施工程の 99.2 百万ソルの事業費である。 

（6）住宅再開発分野優先プロジェクト 

住宅再開発分野優先プロジェクトはイカ郡における地方部住宅の 5,000 キッツ（Kits）の 1 復興

援助プロジェクトで、0.4 ヶ月期間内実施工程の 30.0 百万ソルの事業費である。 

（7）都市設備の再建整備分野優先プロジェクト 

都市設備の再建整備分野優先プロジェクトはヤウヨス、カニエテ、ピスコ、チンチャ、イカ郡に

おける観光開発、公共建物、観光桟橋・漁港の再建に係る 10 復興援助プロジェクトを示す。各セ

クターの事業規模は、観光開発プロジェクトが 16.0 ヶ月期間内実施工程における 2.1-3.3 百万ソ

ルの事業費、公共建物プロジェクトが 16.0 ヶ月期間内実施工程における 1.0-30.0 百万ソルの事

業費、観光桟橋・漁港の再建に係るプロジェクトが、16.0-24.0 ヶ月期間内実施工程における

1.0-6.6 百万ソルの事業費である。 

表 3-1 南部復興基金（FORSUR）における優先プロジェクト（2007 年 12 月 3 日） 

プログラム プロジェクト 地域（郡） 
期間
（月）

事業費(百
万ソル) 

セクター 

教育資材：カニエテ カニエテ 0-12 3.0 教育 

教育資材：チンチャ チンチャ 0-12 3.0 教育 

教育資材：イカ イカ 0-12 3.0 教育 

1）教育品質の 
改善 

教育資材：ピスコ ピスコ 0-12 3.0 教育 

フェルミン・タングゥイス道路 ピスコ 0-24 10.0 住宅建設上下水道

海岸堤防～ピスコ入口の 2街路 ピスコ 0-24 10.0 住宅建設上下水道

ピスコ広小路 ピスコ 0-24 6.0 住宅建設上下水道

ピスコ自転車道路 ピスコ 0-24 10.0 住宅建設上下水道

道路都市建設計画：チンチャ チンチャ 0-36 20.0 住宅建設上下水道

道路都市建設計画：イカ イカ 0-36 20.0 住宅建設上下水道

道路都市開発調査：チンチャ チンチャ 0-04 1.5 住宅建設上下水道

道路都市開発調査：イカ イカ 0-04 1.0 住宅建設上下水道

道路都市開発調査：ピスコ ピスコ 0-04 1.6 住宅建設上下水道

土地管理（MIT） チンチャ 0-24 6.0 住宅建設上下水道

タンボ・デ・モーラ漁港の再配置 チンチャ 0-24 0.5 住宅建設上下水道

2）都心インフ 
開発と整備 

ピスコ特別センターの計画 ピスコ 0-24 4.0 住宅建設上下水道

サンホアンデディオス病院建設・装備 ピスコ 0-24 65.0 保健 

健康診療所の復興 カストロビレイナ 0-0.8 0.69 保健 

健康診療所の復興 チンチャ 0-0.8 0.57 保健 

健康診療所の復興 ワイタラ 0-0.8 3.11 保健 

3）医療施設の 
復旧 

健康診療所の復興 イカ 0-0.8 0.4 保健 

2,500 家屋移転の都市開発 チンチャ 0-0.8 9.0 住宅建設上下水道
4）都市開発 

2,500 家屋移転の都市開発 ピスコ 0-0.8 9.0 住宅建設上下水道

5）上下水道の 
再建と改良 

上下水道施設の再建と改良 ピスコ 0-16 99.2 住宅建設上下水道

6）住宅再開発 地方部住宅の 5,000 キッツ（Kits） イカ 0-0.4 30.0 住宅建設上下水道

ヤウオス観光開発 ヤウヨス 0-16 2.1  

ルナワナ観光開発 カニエテ 0-16 3.3  

公共建物：港湾管理事務所 ピスコ 0-16 1.0  

公共建物：刑務所 チンチャ 0-16 30.0  

公共建物：警察 イカ 0-16 2.0  

7）都市設備の 
再建整備 

公共建物：歴史記念碑 イカ 0-16 3.0  
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公共建物：区役所 イカ 0-16 2.1  

バレスタス島の観光桟橋 ピスコ 0-16 1.0  

イカ州ピスコ郡サンアドレスの漁港・
商業化サービスとインフラ整備の改善

ピスコ 0-24 5.99  

パラカス観光桟橋とターミナル ピスコ 0-16 6.6  

事業費合計 376.66  

出所：南部復興基金（FORSUR）、2007 年 12 月 3 日 

4. 他ドナー国援助における復興事業計画 

他ドナー国の復興計画はピスコ郡におけるドイツ KFW・GTZ による上下水施設の復旧・復興支援事

業及び技術援助の検討が行われているが、他地区における他ドナー国の復興事業計画は少ない。

4-1 に主な他ドナー国援助における復興事業計画を示す。これら他ドナー国の復興事業計画と相

乗効果、効果的役割を考慮しつつ、見返り資金活用の検討を行う必要がある。 

表 4-1 他ドナー国援助における復興事業計画 

セクター ドナー国 プロジェクト 地域（郡） 予定額 

1）教育施設 スペイン UNISEF を通じ、無償資金による学校再建 イカ、ピスコ等 検討中

2）保険医療 キューバ 野営病院・医師・医薬品等 20 トン ピスコ 20 万ドル

スイス 下水道管の無償資金供与 イカ 150 万ユーロ

ドイツ 上下水道施設の復旧復興支援 ピスコ、チンチャ 130 万ユーロ

UNICEF 給水・水質・仮設トイレ・衛生等 イカ、ピスコ等 43 万ドル

3）上下水施設 

Oxfam 給水・衛生支援 イカ、ピスコ等 150 万ドル

国際食料機構 零細漁船、魚網、エンジン等の無償供与 イカ、ピスコ 20 万ドル4）その他 

世銀 復旧復興支援 イカ、ピスコ等 40 万ドル

 

5. 「ペ」国政府見返り資金の活用に係る復興事業の提案 

（1）基本方針 

ペルー太平洋岸地震によるセクター別の被害状況と復興課題、及び南部復興基金（FORSUR）の優

先プロジェクト（2007 年 12 月 3 日）、各ドナー国の援助動向に基づき、「ペ」国政府見返り資金

の活用に係る復興事業案件の選定は、以下に示す基本方針を基に提案を行う。 

• 見返り資金の活用は、被災地に緊急的な効果を発揮すること、または、今後、起こりうる
災害に対して、「ペ」国に持続的な防災効果をもたらす事業活動であることを基本方針と
し、更に、今まで展開されてきた日本政府のプロジェクト技術協力や震災被害調査等の支
援活動を本震災の復興事業のために、より具体的な管理・普及・実践の相乗効果を図るこ
とを重点に置くものとする。 

• 本震災における最も大きな被害は住宅崩壊によって多数の死傷者が生じたことである。特
に、ペルー国の過去の地震被害から継続した課題であるアドベ造り構造の改善と住民の防
災意識対策は最重要課題と位置付ける。住宅施設改善に係る復興事業案件を提案する。 

• 各セクターの被害に応じた復興事業は南部復興基金（FORSUR）の優先プロジェクト、他ド
ナー国援助における復興事業計画で幅広く網羅されている。被災市民の復興意識の向上と
復旧・復興インパクト効果を高めるために、総合的復興相乗効果を図ることが必要である。
特定地区の総合的支援に係る復興事業案件を提案する。 

• 貧困層の住宅はアドベ造り住宅が殆どで、本来の貧困に加え、震災の被害は深刻である。
不十分なシェルターで避難生活をしている支援の手が薄い貧困地区被災者はアドベ造り
構造の改善対策の実施以前の問題で、早急にシェルターの資材を提供するとともに、復興
のためのコミュニティ能力強化が必要である。貧困層をターゲットに日本 NGO 活動との連
携支援に係る復興事業案件を提案する。 
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• 学校等の公共施設は被災民の緊急避難所として機能すべきであるが、多数の学校校舎に大
きな被害が生じた。日本の耐震設計技術や施工管理のノウハウを含めた支援を行うことが
必要で、教育省の被災学校の復興シナリオを強くサポートすべく学校再建に係る復興事業
案件を提案する。 

• 「ペ」国政府における防災対策は INDECI、CISMID 等の国家防災計画に基づき実施されて
いるが、近代的な総合防災対策に役立てるための技術・知識・経験を必ずしも十分に保有
しているわけではない。今後、起こり得る地震災害の被害を軽減するために、ペルー全土
及び首都リマにおける総合的防災対策に係る復興事業案件提案する。 

（2）復興事業案件の提案 

上記、見返り資金の活用に係る復興事業案件選定の基本方針に基づき、以下に示す 5 復興事業案

件を提案する。 

１）住宅施設改善に係る復興事業案件 

【案件 1. JICA アドベ・プロジェクトと連携した住宅キッツの配布計画】 

住宅被害は殆どが脆弱なアドベ造り構造が原因で、3 郡全体で、全壊 4 万 3 千戸、半壊もしくは
損傷 4 万 5 千戸の住宅が被害をうけ、ピスコ郡における多数の死傷者はアドベ造り構造の住宅崩
壊によるものである。本震災におけるアドベ住宅・住民の被害は最も重視すべき課題で、今後、
起こり得る地震災害の被害を軽減するために、現在、JICA、アドベ・プロジェクトが推進してい
る低コスト耐震住宅の普及を実現化することは他セクターに比べ最大のニーズである。 

２）特定地区の総合的支援に係る復興事業案件 

【案件 2. ピスコ郡、サン・クレメンテ区、パラカス区への総合的な支援】  

特定地区における総合的な復興支援を行うことで、面的な復興相乗効果と市民の防災意識・復興
意識の向上を図ることが重要である。対象地区は住宅・医療施設・教育施設・上下水施設・橋梁・
港湾施設と多種の被害が生じたピスコ郡、サン・クレメンテ区とパラカス区を選定する。サン・
クレメンテ区はピスコ郡におけるペルー南部を南北の縦貫するパンアメリカーナ国道を挟み立地
し、パラカス区は海岸観光地に位置し、各地区の立地条件は復旧・復興のインパクト効果が大き
い。また、地方都市の復興を総合的に集中して実施することは復旧効果のニーズが高い。 

３）貧困層をターゲットにした日本 NGO 活動との連携支援に係る復興事業案件 

【案件 3. 日本 NGO 支援無償との連携支援】 

被害住宅に対する「ペ」国政府は土地付の住民のために、被災者認定による 6,000 ソルの復旧援
助金の融資を行っているが、スラム等の貧困層における援助が不十分である。現在、チンチャ・
アルタ地区で、日本 NGO によって、スラム住民の簡易住宅の再建とコミュニティ能力強化活動を
実施しており、これら NGO 活動と連携し、復興支援を図ることは貧困対策の相乗効果を生み出し、
支援範囲を拡大することは、復旧・復興のインパクト効果が大きい。 

４）学校再建に係る復興事業案件 

【案件 5. チンチャ、イカ、ピスコ郡における幼・小・中学校の再建】 

教育施設（学校）の被害は、3 郡合計で大破被害が 103 学校、中破被害が 172 学校で、特に、チ
ンチャ郡の学校被害が全体 3 郡の 40%に及んだ。これらの被災校では、エステーラ（竹や葦等の
材料でつくった簡易教室）等の仮設教室を瓦礫処理した校庭で授業を実施しているが、教育機能
が十分でない。災害発生直後、学校等の公共施設は被災民の緊急避難所として機能すべきである
が、多数の学校校舎に大きな被害が生じた。日本の耐震設計技術や施工管理のノウハウを含めた
支援を図ることが必要である。教育省の被災学校の復興シナリオを強くサポートすべく学校の再
建は重要なニーズである。 

５）総合的防災対策に係る復興事業案件 

【案件 4. リマ市内（及びペルー国全土）の防災対策】 
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「ペ」国政府における防災対策は、INDECI、CISMID 等により、国家防災計画に基づき実施されて
いるが、ペルー太平洋岸地震後、初期防災活動に遅延・トラブルが生じ、多大な被害が生じこと
は再検討するニーズが非常に高い。ペルー国全体の自然防災体制の確立や地域部・都市部の一連
の調査結果を集約・統合し、情報化を行い、また、近代的な総合防災対策に役立てるための技術・
知識・経験を必ずしも十分に保有しているわけではない。ペルー全土及び首都リマにおける防災
対策に必要なパイロットスタディ、耐震構造設計のための情報収集機器、施設の設置は、今後、
起こり得る地震災害の被害を軽減するために、重要なニーズである。 

（3）復興事業案件の調査計画概要 

提案した復興事業案件の調査計画概要を表 5-1(1)-(5)に示す。調査計画概要は、１）対象エリヤ、
2）プロジェクト概要、3）背景、4）最終目標、5）内容、6）期待される効果、7）プロジェクト
予定額、8）留意点の 8事項から構成される。 

 

表 5-1(1) 住宅施設改善に係る復興事業案件 

（1） JICA アドベ・プロジェクトと連携した住宅キッツの配布計画 

1） 対象エリヤ リマ州カニエテ郡 

2） プロジェクト概要 本プロジェクトは、住宅建設上下水道省（MVCS）が復興のために推進しているアドベ
住宅の再建キッツを被災者に対して供与するものである。これまで進めてきた JICA・
プロジェクト技術協力である「低コスト耐震住宅普及プロジェクト」（2004-2006 年）
において、工事監理研修を受けた建築リーダの人材を配置し、適正な家屋建設を管理、
普及させ、実践するものである。 

3） 背景 環太平洋地震帯に位置しているペルー国では昔から地震による大きな人的・物的被害
を頻繁に被ってきた。ペルー国では国民の半数近い 1,200 万人以上がアドベもしくは
土造りの家に住んでいる。 

1970 年代からペルー国の地震で、アドベと呼ばれる泥とわらを混ぜた日干しレンガ造
の脆弱な住宅に住んでいたため崩れた住宅の下敷きになる被害が大きく、耐震構造上
極めて脆弱で、地震の度に多くの崩壊が引き起こされている。 

こうした背景のもとで、大学・研究機関等で耐震性に優れたアドベ建築技術に関する
研究が進められてきたが、一般に普及されるに至らなかった。そこで、JICA は「低コ
スト耐震住宅普及プロジェクト」を形成した。これらアドベ住宅は低所得層を中心と
した住民であるため、耐震住宅の普及はコストが大きく影響する。そのため、JICA が
プロジェクト技術協力してきた「低コスト耐震住宅普及プロジェクト」の成果と連携
した住宅キッツの配布計画を進めることによって、今後、起こり得る地震災害の被害
を軽減する実績をつくるものである。 

4） 最終目標 貧困地域におけるアドベ住宅の安全性と衛生面を改善し、「低コスト耐震住宅」を普
及させること。 

5） 内容 1）カニエテ郡及びヤウヨス郡における計画対象 500 住宅モジュールを選定 

2）建築リーダ参加の JICA 研修の実施（30 人） 

3）研修及び OJT のための教材作成 

4）低コスト耐震住居モデルの作成 

5）技能者用 OJT の実施 

6）低コスト耐震住宅の建設 

7）技能者及び住民用簡易型教本及び OJT 記録ビデオ等の資料作成 

8）JICA 専門家による助言・指導の実施 

9）プロジェクト成果普及及び行事の実施 

6） 期待される効果 1）JICA・プロジェクト技術協力で養成した建築リーダの活動支援 

2）低コスト耐震住宅の実現化と普及 

3）経済的弱者の能力強化 

7） プロジェクト予定額 1.0 百万ドル 

8） 実施機関 住宅建設上下水道省（MVCS）、ペルーJICA 事務所 

9） 留意点 1）個人への供与であるため、住宅建設上下水道省が進める復旧とのすみわけを明確
にする。 

2）対象者の選定基準を明確にする。 

3）「ペ」国政府の補助金との重複ないことを担保する。 

4）リマ州に限定することなく広くニーズを把握する必要がある。 

5）FORSUR の優先プロジェクトリストにおいて 5,000 キットの要請がある。 
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表 5-1(2) 特定地区の総合的支援に係る復興事業案件 

（2）ピスコ郡、サン・クレメンテ区、パラカス区への総合的な支援 

1） 対象エリヤ ピスコ郡、サン・クレメンテ区及びパラカス区 

2） プロジェクト概要 本プロジェクトはペルー南部を南北の縦貫するパンアメリカーナ国道を挟み立地す
るサン・クレメンテ区とイカ郡における海岸観光地に位置するパラカス区における上
下水道施設、医療施設、港湾施設を面的に復旧・復興支援を実施するものである。 

3） 背景 サン・クレメンテ区は首都リマから南約 240km に位置する人口が 27,000 人、世帯数
が約 7,700 戸の規模である。他地区と同様にアドベ住宅・学校等の公共施設の被害が
多く、また、区の南ゲートウエイであるパンアメリカーナ国道の Huamani 橋梁の桁落
ち被害が生じた。住宅はアドベ構造住宅を中心に 2,216 家屋の全壊・半壊が生じ、区
の 3学校全てが大破・中破の被害を受け、生徒はエステーラ等の仮設教室で授業を行
っている。また、上水施設の貯水タンクのパイプ損傷や給水網の被害による断水が継
続した。また、下水施設の残留水処理施設（2溜池）があり、従来の脆弱な設備と被
害によって処理能力が著しく低下している。区内にポスタ・メディカルとセントロ・
デ・サンルレメンテの 2医療施設があり、前者は被害を免れたが、後者の診療所は、
産科棟・分娩建物が地盤沈下によって平屋面積約 400m2規模の一棟に半壊被害が生じ、
使用不可能となっている。これら主要公共施設の早急な復興支援が必要とされる。 

パラカス区はサン・クレメンテ区から約 30km（首都リマから南約 270km）に位置する
人口が約 3,500 人の漁港と国立自然保護区指定の観光地で、天然の芸術「岩のカテド
ラル」も地震で崩壊した。街全体が海岸に面しているため、津波による被害が甚大で
あった。400-500 の住宅、レストアラン等に被害が生じた。また、本区は 3本の深井
戸（約 33m の深度）の上水施設で給水していたが、震災により 2本の深井戸が埋まり、
現在、45 リットル/sec の 1 本の深井戸で、2機のポンプを時間毎に代え、22 時間稼
動されており、早急な復興支援が要請される。また、本区のチャコ漁港はアンチョビ
漁を営む漁船の集積港である。陸路から直杭式通路が延び、その先端部が漁業用とパ
ラカス島等への観光客用の桟橋先端部に 25m 延長の浮き桟橋がある。浮き桟橋構造部
分が津波によって浮き上がり、支える鋼管杭の損壊している。パラカスに隣接するサ
ン・アンドレス区の市場機能を支えている製氷・倉庫・管理施設や設備に被害が生じ、
漁業関係施設の復興支援が要望される。なお、上下水施設に関して、被災後、JBIC に
よって、サン・クレメンテ区及びパラカス区において、上下水施設の被害評価調査を
実施された。 

4） 最終目標 サン・クレメンテ地区とパラカス区住民の健全な生活を確保し、都市機能の復興を図
ること。 

5） 内容 【サン・クレメンテ区】 
1）上水施設の復旧工事（0.85 百万ドル） 
①導水管 
②ポンプ施設 
③送水管 
④給水タンク R-1：V=40m3 
⑤配水網 
2）下水施設の復旧工事（0.76 百万ドル） 
①下水網 
②下水処理施設等 
2）セントロ・デ・サンクレメンテ診療所産科棟建物（平屋面積約 400m2）の復旧工事
（0.3 百万ドル） 
【パラカス区】 
1）上水下施設の復旧工事（0.14 百万ドル） 
①パンパ・オカス 01 の深井戸 
②排水ポンプ及び下水網 
2）チャコ漁港の漁業用浮き桟橋の復旧工事（25m 延長）（0.5 百万ドル） 

6） 期待される効果 1）上下水施設の改修と円滑な給排水の運用 
2）医療施設の改修と安定した診察と治療 
3）漁業用浮き桟橋の改修と安定した漁業操業実施 

7） プロジェクト予定額 2.55 百万ドル 

8） 実施機関 住宅建設上下水道省（MVCS）、教育省（MINEDU）、保健省（MINSA）、生産省 

9） 留意点 1）パラカス区のおける上下水道のリハビリプロジェクトを 6月に SNIP を申請中 
2）草の根無償による以下の示す案件実施を検討中である 
パラカス区チャコ港桟橋復興計画、隣接サン・アンドレス区の漁港復興計画 
サン・クレメンテ区のツパマルカ 2幼稚園（No.191,193）復興計画 
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表 5-1(3) 貧困層をターゲットにした日本 NGO 活動との連携支援に係る復興事業案件 

（3）日本 NGO 支援無償との連携支援 

1） 対象エリヤ イカ州チンチャ郡チンチャ・アルタ地区 

2） プロジェクト概要 日本 NGO 支援無償として NGO 法人「ICA」がチンチャ・アルタ地区で簡易住宅の再建
等及び復興のためのコミュニティ能力強化を実施している。本プロジェクトは同活動
との連携を行い、貧困層の簡易住宅の再建普及を通じたコミュニティ能力強化の支援
範囲を拡大するものである。 

3） 背景 イカ州チンチャ郡は面積が約 3,000km2、人口が約 15 万人、人口密度が 53 人/km2で、
地域は 11 区から構成されている。その中心地域に位置するチンチャ・アルタ地区は
死傷者が 350 人、倒壊家屋が 8,450 軒及び半壊家屋が 1,256 軒で約 10,000 件の家屋
被害が生じている。チンチャ市の中心部は比較的軽微な被害で済んだものの、郊外に
ある貧困層の居住区においては、アドベの住居が多く、地区により 70％～100％の家
屋倒壊が見られた。 

NGO の活動は、支援の手が薄いチンチャ市郊外の貧困地区において、不十分なシェル
ターで避難生活をしている被災者に対し、簡易住居の資材と設置モデルを提供すると
ともに、炊き出し設備の拡充を行うことを目的として、スラム対象の 30 地区を（チ
ャバハーナ、クルスグランデ、エクティグレ、トウバックアマル）、リーダの選定と
コミュニティ開発を実施している。 

住民による第一のニーズは簡易住宅建設の資材提供であり、第二が収入源の確保であ
った。1地区当り 50 家族を選出し、合計 1,500 家族を対象として、土地付家屋を失い、
「ペ」国政府の援助をうけていない家族に、瓦礫の撤去跡にエステラーテ（竹を編ん
だ簡易住宅）を提供する。また、リーダの人材育成を研修システムで実施し、生活に
必要な調理器具等の機材を提供し、コミュニティでの協力生活を指導している。１エ
ステラーテ簡易住居のコストは 100 ドルで、1事業当り、半年間で、約 3,000 万円の
日本国政府の無償援助が実施された。FORSUR は簡易住宅建設の資材提供のニーズを評
価し、貧困層へのエステラーテ資材の提供を考えているが、実現化していない。本プ
ロジェクトは、簡易住宅建設の充実化を中心に、コミュニティ能力強化のニーズに対
して、緊急に支援範囲を拡張していく必要性がある。 

4） 最終目標 チンチャ・アルタ地区のスラム住民に安全な生活を確保するために、貧困層の簡易住
宅の建設とコミュニティ生活の能力強化を図る。 

5） 内容 1）計画対象世帯の選定 

①チンチャ・アルタ地区における計画対象 6,000 家族を選定 

2）コミュニティ復興基盤事業 

①リーダーシップ研修のワークショップ実施（リーダの会話法、グループ内のコンセ
ンサス形成手法、行動計画づくり、コミュニティ分析、コーディネーション等） 

3）シェルター設置事業 

①対象世帯住宅敷地の瓦礫の撤去と整地 

②NGO によるモデル住宅の作成 

③リーダ家庭に対しモデルとなる簡易住宅の設置 

④コミュニティによる計画対象家族の簡易住宅の建設 

4）食糧配給設備事業 

①炊き出しプログラムの作成 

②炊き出しに必要な資材の提供 

5）指導者による助言・指導の実施 

6）プロジェクト成果普及及び行事の実施 

6） 期待される効果 1）貧困層居住区の物理的な環境改善及び被災者の心理的ケア 

2）裨益者の住居再建に対する自立発展性 

7） プロジェクト予定額 1.0 百万ドル 

8） 実施機関 NGO、市役所及び区役所 

9） 留意点 1）現 NGO の今後の活動は収入源の再確保（小規模ビジネス復興）など新たな要素も
視野に引き続きニーズ動向がある。 
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表 5-1(4) 学校再建に係る復興事業案件 

（4）チンチャ、イカ、ピスコ郡における幼・小・中学校の再建 

1） 対象エリヤ チンチャ郡、イカ郡、ピスコ郡 

2）プロジェクト概要 本災害復興支援無償概略設計調査において、教育省から 3郡で合計 14 学校再建の強
い要請がでており、そのうち、7学校が本プロジェクトで実施する優先再建計画対象
となっていたが、そのうち 2校が他ドナー援助国プロジェクトとなった。本プロジェ
クトは、教育省の被災学校の復興シナリオを強くサポートすべき残りの 7学校の再建
復興計画を実施するものである。 

3） 背景 教育省及びイカ州教育局の被害調査結果では、イカ州全体の公立校では中程度から重
大な被害を受けた学校教室が合計、約 2,300 室あり、イカ・ピスコ・チンチャの 3 郡
において、約 1,900 教室の被害があり、そのうち、重大な損傷及び全壊で再建の必要
な教室が約 1,000 教室であった。 

チンチャ郡における当該学校の規模は160-408人の生徒数、校舎数が5-6校舎である。
それら校舎の被害状況は、IE 22480 JOSE C. MARIATEGUI（幼・小学校）が最も大き
く、2校舎の倒壊生じている。次に、IEI 225 EMILIA BARCIA BONIFFATTI（幼稚園）
で、4校舎の使用禁止と 2校舎の一部使用を示す。9 DE DICIEMBRE（中学校）は 2校
舎の一部使用被害で留まった。 

イカ郡のおける当該学校の規模は 187-300 人の生徒数、校舎数が 1-４校舎である。各
校舎の被害状況は、CETPRO GUADALUPE（職業訓練校）が大きく、1校舎全てが倒壊と
なっている。また、IE 22296 OLINDA MALDONADO LLOSA（幼・小学校）は比較的被害
が小さく、4校舎のうち 3校舎の一部使用の状態である。 

ピスコ郡における当該学校の規模は 196-575 人の生徒数で、CEO PISCO（職業訓練校）
の生徒数は多い。校舎数は 3-6 校舎である。各校舎の被害状況は、いづれも倒壊の被
害はないが、CEO PISCO（職業訓練校）が 3 校舎数のうち 2校舎が使用禁止、1校舎が
一部使用と、ほぼ現校舎が使用不可能に近い。Jose Gabroel Aguilar（小・中学校）
は 6校舎のうち、1校舎の使用禁止、1校舎の一部使用可、4校舎の被害小という状態
である。 

教育省の震災による学校復興建設のシナリオを促進するために、上記被害の生じた学
校の概略設計。建設施工を実施することが重要である。 

4） 最終目標 被災した学校生徒の授業復帰と健全な学校教育の遂行を図り、耐震構造の学校施設の
建設を行う。 

5） 内容 1）復興計画の対象学校 

①チンチャ郡 

- 9 DE DICIEMBRE（中学校）（建替え面積 690M2） 

- IE 22480 JOSE C. MARIATEGUI（幼・小学校）（建替え面積 420M2） 

- IEI 225 EMILIA BARCIA BONIFFATTI（幼稚園）（建替え面積 365M2） 

②イカ郡 

- CETPRO GUADALUPE（職業訓練校）（建替え面積 400M2） 

- IE 22296 OLINDA MALDONADO LLOSA（幼・小学校）（建替え面積 330M2） 

③ピスコ郡 

- CEO PISCO（職業訓練校）（建替え面積 1,200M2） 

- Jose Gabroel Aguilar（小・中学校）（建替え面積 840M2） 

2）概略設計 

3）建設施工 

6） 期待される効果 ①日本の耐震設計技術や施工管理のノウハウを含めた支援 

②学校施設の改修と学校教室内での授業実施 

7) プロジェクト予定額 ①チンチャ郡：0.55 百万ドル(各  0.25 百万ドル、0.15 百万ドル、0.15 百万ドル）
②イカ郡：    0.32 百万ドル(各  0.15 百万ドル、0.17 百万ドル） 
③ピスコ郡：  0.74 百万ドル(各  0.46 百万ドル、0,28 百万ドル） 
合計：1.61 百万ドル 

8） 実施機関 教育省（MINEDU）、教育施設局（OINFE） 

9） 留意点 1）復興支援無償（プログラム型）概略設計調査において 14 学校の内 7学校を選択 
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表 5-1(5) 総合的防災対策に係る復興事業案件 

（5）リマ市内及びペルー国全土の防災対策 

1） 対象エリヤ ペルー全国及びリマ市 

2） プロジェクト概要 地震を中心とする自然防災による地域・都市部の住民の生命・財産を守るために各地
域の防災対策・施設が不可欠である。本プロジェクトはペルー国及び首都であるリマ
市の「持続的な防災対策」を可能にするために地震災害に係るデータベース・災害評
価・施設の耐震強化・防災啓蒙活動・ケーススタディ・F/S 調査等の防災ツールをコ
ンポーネントごとに実施するものである。 

3） 背景 ペルー国における現危機管理体制は、首相をトップとした防災閣僚委員会が組織され
て国家防災庁（INDECI）が実務（情報収集、災害復旧等）を行っている。同庁は、ア
ンデス共同体のアンデス共同体防災災害復興委員会（CAPRADE）の事務局の役割も担
っており、アンデス 5カ国の防災拠点として情報交換等の活動を実施している。ペル
ー国における地震の体制整備が進んでいるものの、具体的な地域別アクションプラン
作成が遅れている。また、国家防災庁本部、危機管理センター、CAPRADE 等の施設を
含む災害復興施設や、基盤施設の耐震化が遅れており、リマ首都圏に大地震等の災害
が発生すれば、復興拠点や避難ルートが機能せず、大惨事につながる危険を有してい
る。 

2007 年 8 月 15 日、太平洋岸イカ州沿岸部において発生した地震で、同州及び首都リ
マの南部を中心に大きな被害が生じた。リマ市でもビルに軽い影響があり、リマ中心
街の古いアドベ構造の倒壊が生じた。リマにおける病院や学校のような避難及び公共
施設は地盤、耐震構造的問題の脆弱な構造的リスクが想定される。リマ市にいくつか
の地震計装置が設置されているが、強震の衝撃を記録するのに十分でなく、地震メカ
ニズム解明という理学的な研究に支障をきたしている。また、地方自治体とスタッフ
のための災害管理と対策の教育が必要である。 

現国家防災庁を核とする関連防災組織は、ペルー国全体の防災体制の確立や地域部・
都市部の一連の調査結果を集約・統合し、情報化を行っているが、近代的な防災対策
に役立てるためのデータベース構築・リアルタイムシミュレーション等の分析・教育
資材の開発・危険地域の住民の教育や安全の啓蒙等に係る技術・知識・経験を必ずし
も十分に保有しているわけではなく、災害対策等の防災における先進技術を導入した
リマ市内及びペルー国全土の防災計画の作成が必要である。 

4） 最終目標 リマ市の地震発生における人的・物的被害の軽減化とペルー国経済社会活動の停滞防
止を図る。 

5） 内容 • 調査対象地域はリマ市全域を対象とする。但し 2）を除く。本防災対策は以下に示
す 10 コンポーネントから構成される。 

1）データベースシステムの確立 

①地盤危険状況、建物状況、地質・地盤データ、インフラ構造・ライフライン状況等
データベース作成 

②GIS データベースの整備強化（整備マニュアルとフォーマット） 

③持続的なデータ管理システムの作成 

2）地震データ収集機器の設置 

①強震計の設置（リマ市等の都市地域に 20 台） 

②低コスト地震計の設置（都市地域の学校・病院に 100 台） 

3）災害評価システムの確立 

①独自のシミュレーションモデルの開発 

②ハザード評価、脆弱性評価、災害シナリオ作成 

4）防災体制と緊急対応策の整備システムの確立 

5）施設の耐震強化システムの確立 

①公共施設の耐震強化計画(学校・病院・警察・消防救急施設・区役所) 

6）防災センターの建設（関係防災施設の集約センター） 

7）防災啓蒙活動と人材育成システムの確立 

①教育資材の開発 

②研修コース及び広報活動の開発 

8）リマ市中心市街における防災対策ケーススタディ 

9）防災施設の F/S 調査実施 

①津波警報システムの建設計画 

②公共施設の津波避難スペースを含む耐震構造建設計画 

10）防災専門家の派遣と防災に係るセミナーの実施 

6） 期待される効果 ①地震災害に係るデータ構築と建物の耐震強化による災害時の正確な情報入手 

②政府重要建物・橋梁等の基盤施設の強化による脆弱建物・施設の倒壊の減少 

③地震・津波災害等の被害の軽減 

③教育プログラムによる被害の軽減と第二次被害の防止・軽減 
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7） プロジェクト予定額 コンポ. 1）：2.0 百万ドル   コンポ. 2）：0.3 百万ドル  コンポ. 3）： 1.0 百万ドル
コンポ. 4）：0.2 百万ドル   コンポ. 5）：1.0 百万ドル  コンポ. 6)：20.0 百万ドル
コンポ. 7）：0.3 百万ドル   コンポ. 8）：2.0 百万ドル コンポ. 9)： 1.5 百万ドル
コンポ.10）：0.6 百万ドル   合計：28.9 百万ドル 

8） 実施機関 防災庁（INDECI）、日ペ地震防災センター（CISMID）、住宅建設上下水道省（MVCS）、
リマ市（MPL）、カジャオ市（MOCC） 

9） 留意点 1）各コンポーネントの実施計画・調査対象範囲を明確にする。 
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添付資料 8－事業事前計画表 

1．案件名 

イカ州地震被災地復興計画 

2．要請の背景(協力の必要性･位置付け) 

平成 19 年 8 月 15 日ペルー国太平洋岸イカ州沿岸部において発生した地震により、同州及びリマ

南部を中心に 8月 29 日現在 600 名近くの犠牲者、1,000 人以上の負傷者、71,000 棟以上の家屋の全

壊・半壊、14 病院の倒壊などが発生した。我が国政府は被災直後より災害緊急物資、災害緊急援助

などを実施してきているところであるが、被害の大きさから、更なる支援の必要性があることから、

緊急支援に続いて間断なく復旧・復興開発支援を開始することが望まれる為、ペルー国の災害復興

支援に係る無償資金協力の実施を検討することになった。 

JICA は災害復興支援無償の円滑な実施のために、9 月 13 日から 10 月 8 日まで「ペルー太平洋岸

地震災害復興支援ニーズアセスメント調査団」を派遣し、被災状況の把握、復旧・復興に関するニ

ーズの確認、復旧・復興段階で必要な支援（資金協力及び技術協力）の検討を実施した。同ニーズ

アセスメント調査の結果を踏まえ、「ペ」国側から災害復興支援無償（プログラム型）として教育施

設の再建（中・大規模の小中学校校舎の再建）及び上水道施設の再建（給水タワーの再建）につい

て協力要請があった。 

3．プロジェクト全体計画概要 

（１）プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲、及び規模） 

1. 地震により大きな被害を受けた学校 5 校（101普通教室、63管理諸室他）が再建さ

  れる。 

裨益の対象と範囲：5校の生徒約 9,400 人 

2. 地震により大きな被害を受けた給水タワー1塔、送配水配管設備及び揚水ポンプ設

備が再建される。 
裨益の対象と範囲：住民約 26,000 人 

（２）プロジェクト全体計画の成果 

地震により大きな被害を受けた学校 5 校（101普通教室、63管理諸室他）の再建並

びに給水タワー1塔、送配水管設備及び揚水ポンプ設備が再建される。 
（３）プロジェクト全体計画の主要活動 

地震により大きな被害を受けた学校 5 校（101普通教室、63管理諸室他）の再建並

びに給水タワー1塔、送配水管設備及び揚水ポンプ設備を再建する。 

（４）投入（インプット） 

ア 日本側： 無償資金協力 7.85 億円 

イ 「ペ」国側：本無償資金協力案件の実施に係わる負担額：1.71 億円 

負担内容は、損壊建物の取壊し廃材の最終処分、整地工事、税金（本工事に係わ 

る消費税）等である。 

（５）実施体制 

主管官庁：教育省、住宅・建設・上下水道省(MVCS) 

実施機関：教育省教育施設局（OINFE）、イカ郡上下水道公社（EMAPICA） 
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4．無償資金協力案件の内容 

（１）サイト 

ペルー共和国、イカ州 

（２）概要 

1. 学校 5 校（101 普通教室、63 管理諸室他）の再建。 

2. 給水タワー1 塔（1,500ｍ3）、送配水配管設備及び揚水ポンプ設備（1 台、45ℓ/秒、揚

程 120m）の再建 

（３）相手国負担事項 

・ 環境社会配慮 （用地取得） 

・ サイトからの廃材の最終処分 

・ 水道、電気・電話の引き込み 

・ 税金（本体工事に係わる消費税） 

（４）概略事業費 

概略事業費 9.56 億円 （日本側負担 7.85 億円、「ペ」国側負担 1.71 億円） 

（５）工期 

入札期間を含め約 16 ヶ月（予定） 

 

5．外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標達成に関して） 

大地震など想定外の天災が発生しない。 

6．過去の類似案件からの教訓の活用 

特になし。 

7．プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

（１）プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

成果指標 
現状の数値 

（2007 年） 

計画値 

（2009 年）

安全で適切な環境において教育を受けられる児童数 2,600 人 9,400 人 

十分な水圧を有し継続的な水供給が可能となる給水人口 18,000 人 26,000 人

（２）その他の成果指標 

特になし。 

（３）評価のタイミング 

2009 年以降（協力対象施設竣工後） 
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添付資料 9－収集資料リスト 

 

 

番号 名 称 
形態：図書・

ビデオ・地

図・写真等

ｵﾘｼﾞﾅﾙ･ｺﾋﾟ

ｰ 
発  行  機  関 発行年 

1 

CRITERIOS NORMATIVOS PARA EL DISEÑO DE LOCALES DE 

EDUCACIÓN BÁSICA REGULAR NIVELES DE INICIAL,  

PRIMARIA,  SECUNDARIA Y BASICA ESPECIAL 

 

CRITERIOS DE:CONFORT SEGURIDAD INSTALACIONES 

ELECTRICAS ASPECTOS CONSTRUCTIVOS DISEÑO 

ESTRUCTURAL 

 

ACTUALIZADAS Y COMPLEMENTADAS 

図書 コピー 

MINISTERIO DE EDUCACIÓN 

VICEMINISTERIO DE GESTIÓN 

INSTITUCIONAL 

OFICINA DE INFRAESTRUCTURA 

EDUCATIVA 

2007 

2 

NORMAS PARA EL DISEÑO DE LOCALES DE EDUCACIÓN 

BÁSICA ESPECIAL Y PROGRAMAS DE INTERVENCIÓN 

TEMPRANA 

  

MINISTERIO DE EDUCACIÓN VICE 

MINISTERIO DE GESTIÓN 

INSTITUCIONAL OFICINA DE 

INFRAESTRUCTURA EDUCATIVA 

2007 

3 

NORMAS TÉCNICAS  PARA EL DISEÑO DE LOCALES DE 

EDUCACIÓN   BÁSICA REGULAR  

PRIMARIA  -  SECUNDARIA 

  

MINISTERIO DE EDUCACIÓN VICE 

MINISTERIO DE GESTIÓN 

INSTITUCIONAL OFICINA DE 

INFRAESTRUCTURA EDUCATIVA 

2007 
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番号 名 称 
形態：図書・

ビデオ・地

図・写真等

ｵﾘｼﾞﾅﾙ･ｺﾋﾟ

ｰ 
発  行  機  関 発行年 

4 

MINISTERIO DE EDUCACIÓN VICE MINISTERIO DE GESTIÓN 

INSTITUCIONAL OFICINA DE INFRAESTRUCTURA 

EDUCATIVA 

  

NORMAS TÉCNICAS PARA EL DISEÑO 

DE LOCALES DE EDUCACIÓN BÁSICA 

REGULAR  

NIVEL INICIAL 

2007 

5 

TITULO III 

EDIFICACIONES 

CONSIDERACIONES GENERALES DE LAS EDIFICACIONES 

NORMA GE. 010 

ALCANCES Y CONTENIDO 

    

6 GE020-Componentes y caracteristicas de los proyectos     

7 GE030-Calidad en la construccion     

8 
GE.040 

USO Y MANTENIMIENTO 
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番号 名 称 
形態：図書・

ビデオ・地

図・写真等

ｵﾘｼﾞﾅﾙ･ｺﾋﾟ

ｰ 
発  行  機  関 発行年 

1 

GEOLOGIA DEL PERU, MAPAS (MAPAS GEOLOGICO DEL 

PERU, MAPA TECTONICO GENERALIZADO DEL PERU, MAPA 

METALOGENICO DEL PERU, MAPA DE UNIDADES 

MORFOESTRUCTURALES DEL PERU, MAPA DE UNIDADES 

MORFOESTRUCTURALES DEL PERU) 

（ペルー国の地質および説明書 ペルー国地質図 1:2,000,000、ペ

ルー国火成岩分布 1:4,000,000、ペルー国地質構造図 1:4,000,000、

ペルー国金属資源地図 1:4,000,000、ペルー国地形区分図

1:4,000,000） 

図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ 
INSTITUTO GEOLOGICO MENERO Y 

METALURGICO（鉱物・金属地質調査所）
1995 

2 

GEOLOGIA DE LOS CUADRANGULOS DE PISCO, GUADALUPE, 

PUNTA GRANDE, ICA Y CORDOVA PUBLICADO 

（ピスコ、グアダルペ、プンタ・グランデ、イカおよびコルドバ

地区地質図 5 葉 1:100,000） 

図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ 
INSTITUTO GEOLOGICO MENERO Y 

METALURGICO（鉱物・金属地質調査所）
1979 

3 
MAPA HIDROGEOLOGICO DEL PERU 

（ペルー国水理地質図 1:2,000,000） 
水理地質図 ｵﾘｼﾞﾅﾙ 

INSTITUTO GEOLOGICO MENERO Y 

METALURGICO（鉱物・金属地質調査所）
2004 

4 

REGLAMENTO DE ORGANIZACION Y FUNCIONES DE LA EPS 

EMAPICA S.A. 

（EMAPICA 組織・権能規則） 

図書 コピー EMAPICA 2007 

5 
REGLAMENTO INTERNO DE TRABAJO EPS EMAPICA S.A. 

（EMAPICA 業務内規） 
図書 コピー EMAPICA 2007 

6 MEMORIA 2004（2004 年年報） 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ EMAPICA 2005 
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番号 名 称 
形態：図書・

ビデオ・地

図・写真等

ｵﾘｼﾞﾅﾙ･ｺﾋﾟ

ｰ 
発  行  機  関 発行年 

7 MEMORIA 2005（2005 年年報） 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ EMAPICA 2006 

8 MEMORIA 2006（2006 年年報） 図書 コピー EMAPICA 2007 

9 
CONTROL DE CALIDAD DEL AGUA – ANO 2007 

（水質基準 2007 年） 
図書 コピー SUNASS 2007 

10 EMAPICA 水道料金表 図書 コピー SUNASS 2007 

11 

EVALUACION GEOFISICA CON FINES HIDROGEOLOGICOS 

PARA DEFINIR LA UBICACION DEL POZO SUSTITUTO IRHS 58 

EPS EMAPICA – ICA （IRHS58 代替井戸水理地質調査報告書） 

図書 コピー JULIO HARO CORDOVA 2006 

12 

FICHA TECNICA DE PIP DE EMERGENCIA POR DESASTRES DE 

GRAN MAGNITUD/REHABILITACION INTEGRAL PARA LA 

RECUPERACION DEL ABASTECIMIENTO DE AGUA POTABLE 

EN EL SECTOR DE MANZANILLA Y OTROS EN LA CIUDAD DE 

ICA, AFECTADOS POR EL SISMO DEL 15 DE AGOSTO DEL 2007

（技術検討書/マンサニージャ地区および近隣地区飲料水総合復

旧・復興計画） 

図書 コピー EMAPICA 2007 

13 
INFORMACION METEOROLOGICA MEDIA MENSUAL – ANO: 

2006（イカ州 SAN CAMILO 気象データ 2006 年） 
図書 オリジナル SENAMHI-ICA 2007 

14 
CATASTRO TECNICO DE POZOS DE AGUA 

（井戸台帳） 
図書 コピー EMAPICA 2007 
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番号 名 称 
形態：図書・

ビデオ・地

図・写真等

ｵﾘｼﾞﾅﾙ･ｺﾋﾟ

ｰ 
発  行  機  関 発行年 

15 
CONTINUIDAD DE SERVICIO – SEDE CENTRAL 

（イカ市街地給水サービス一覧表） 
図書 コピー EMAPICA 2007 

16 

RELACION DEL PERSONAL DIRECTIVOS, EMPLEDOS Y 

BREROS PERMANENTES Y CONTRATADOS 

（EMAPICA 従業員台帳） 

図書 コピー EMAPICA 2007 

1 

LINEAMIENTOS GENERALES Y LINEAS DE TRABAJO PARA 

EL FINANCIAMIENTO DE PROYECTOS EGCPI: 

見返り基金事務局（EGCPJ）の基金活用指針 

図書 オリジナル
FONDO GENERAL DE CONTRAVALOR 

PERU-JAPON (FGCPJ)見返り基金事務局 
2007 

2 
MEMORIA DE UNA DECADA（1993-2002） 

見返り基金 10 年史 
図書 オリジナル

FONDO GENERAL DE CONTRAVALOR 

PERU-JAPON (FGCPJ)見返り基金事務局 
2002 

3 

FONDO GENERAL DE CONTRAVALOR PERU-JAPON

（1995-1999） 

見返り基金のしおり 

図書 オリジナル
FONDO GENERAL DE CONTRAVALOR 

PERU-JAPON (FGCPJ)見返り基金事務局 
1999 

4 

PLAN PARA LA RECONSTRUCCION DE LA ZONA AFFECTADA 

POR EL TREEMOTO EN PISCO DEL 15 DE AGOSTO DE 2007 

2007 年 8 月 15 日のピスコにおける震災復興計画 

プレゼンテ

ーション 
コピー ペルー工科大学名誉教授・indeci 科学顧問 2007 

5 

DIRECTIVA GENERAL DEL SISTEMA NACIONAL DE 

INVERSION PUBLICA 

国家公共投資概要指針 

図書 コピー 

MINISTERIO DE ECONOMIA Y 

FINANZAS (MEF) 

経済財務省 

2007 
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